
特
集
◉

旅
す
る
神
が
み

月刊

月号
昭和52年10月5日第1号刊行  ISSN0386-2283
平成21年8月1日発行  第33巻第8号通巻第383号

月
刊

平
成
二
一
年
八
月
一
日
発
行
　

第
三
三
巻  

第
八
号
（
通
巻
第
三
八
三
号
）
　

〈
編
集
・
発
行
〉
国
立
民
族
学
博
物
館



� 月刊 　2009 年 8 月号� � �  月刊 　2009 年 8 月号

　

八
月
は
民
族
大
移
動
の
季
節
で
あ
る
。
お
盆
の
帰
省
だ

け
で
は
な
い
。
東
北
三
大
祭
も
あ
れ
ば
、
海
外
旅
行
も
さ

か
ん
だ
。
そ
し
て
人
び
と
が
動
く
と
き
、
ご
先
祖
や
神
が

み
も
ま
た
移
動
す
る
。

旅
す
る
神

　

日
本
の
神
が
み
は
神
殿
に
鎮
座
し
て
い
る
だ
け
で
は
な

い
。
時
に
神み

輿こ
し
に
乗
っ
て
人
間
界
に
旅
を
す
る
。
祭
り
と

も
な
れ
ば
お
旅
所
が
も
う
け
ら
れ
、
神
社
か
ら
神
が
み
の

御ご
し
ん
こ
う
神
幸
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
御
神
体
が
隠
さ
れ
た
ま
ま
移

動
す
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
イ
ン
ド
で
も
山だ

し車
に
乗
っ
て

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
像
が
巡
行
す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
祭
礼

で
も
マ
リ
ア
像
や
聖
人
像
が
輿こ
し

に
乗
せ
ら
れ
、
行
列
を
組

ん
で
教
区
を
め
ぐ
る
。
だ
が
、
秘ひ
と
く匿
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

旅
す
る
仏

　

神
だ
け
で
な
く
仏
も
旅
を
す
る
。
仏
像
は
ふ
つ
う
寺
院

に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
盛
ん
だ
っ
た
善
光

寺
（
長
野
市
）
の
出で
が
い
ち
ょ
う

開
帳
の
よ
う
に
各
地
に
出
張
す
る
こ

と
も
あ
る
。
じ
つ
は
、
旅
に
出
る
の
は
秘
仏
の
本
尊
で
は

な
く
、
そ
の
前
に
立
つ
「
前ま
え
だ
ち立
本
尊
」
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
、
秘
仏
と
い
う
か
ん
が
え
か
た
は
仏
教
の
本
来
の
教
義

に
は
な
く
、
む
し
ろ
神
道
の
御
神
体
の
伝
統
に
根
ざ
し
て

い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

『
善
光
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
本
尊
自
体
も
百く
だ
ら済
か
ら
日

本
に
渡
来
し
、
難
波
の
堀
か
ら
元
善
光
寺
（
飯
田
市
）
を

経
て
現
在
の
地
に
安
住
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
国
時
代
に

中な
か
ま
き牧 

弘ひ
ろ
ち
か允　
　

民
博�

民
族
文
化
研
究
部

専
攻
は
宗
教
人
類
学
、
経
営
人
類
学
。
善
光
寺
の
お
膝
元
で
育
ち
、
日
本

の
宗
教
を
国
内
の
み
な
ら
ず
、
ハ
ワ
イ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル

な
ど
海
外
に
ま
で
追
い
か
け
て
い
る
。

は
川
中
島
合
戦
の
争

乱
に
巻
き
込
ま
れ
、

ま
ず
武
田
側
に
よ
っ

て
甲
府
に
移
さ
れ
、

武
田
が
信
長
に
滅
ぼ

さ
れ
る
と
岐
阜
に
移

動
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
信
長
が
本
能
寺
の
変
に
あ
う
と
、

尾
張
の
清
洲
に
移
転
さ
れ
、
さ
ら
に
家
康
に
よ
っ
て
浜
松

を
経
て
甲
府
に
戻
さ
れ
た
。

　

や
が
て
秀
吉
が
天
下
統
一
を
果
た
し
、
京
都
の
大
仏
殿

が
地
震
で
崩
壊
す
る
と
、
甲
府
か
ら
京
都
に
迎
え
入
れ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
秀
吉
の
体
調
が
悪
く
な
る
と
善
光
寺
如

来
の
た
た
り
で
は
な
い
か
と
噂
さ
れ
、
秀
吉
の
死
の
前
日
、

信
州
に
送
り
返
さ
れ
た
と
い
う
。
戦
乱
の
時
代
、
秘
仏
は

流
浪
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

神
仏
と
人
び
と
の
移
動

　

日
本
の
文
化
や
歴
史
に
潜
む
、
旅
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る

神
仏
の
移
動
。
ま
た
神
輿
や
山
車
、
あ
る
い
は
「
ね
ぶ

た
」
の
よ
う
な
祭
礼
の
つ
く
り
も
の
が
動
く
こ
と
で
、
社

会
や
人
び
と
も
連
動
し
て
活
動
的
に
な
る
。
そ
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
解
き
明
か
す
の
が
本
特
集
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
旅
す
る
神
が
み
を
ひ
ろ
く
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
や
カ
ト

リ
ッ
ク
の
祭
礼
に
も
求
め
、
比
較
の
糸
口
も
さ
ぐ
り
た
い
。

飾
り
た
て
た
神
輿
に
乗
り
、

華
や
か
な
儀
式
を
と
も
な
う
神
も
あ
れ
ば
、

闇
夜
に
密
や
か
に
御
旅
所
に
出
立
す
る
神
も
い
る
。

旅
先
で
歌
舞
音
曲
を
楽
し
む
神
も
い
れ
ば
、

人
び
と
の
祈
願
に
応
え
る
機
会
と
す
る
神
も
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
神
さ
ま
の
旅
心
は

い
か
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か

特
集

日本の文化展示・弘前ねぷたの見送り

日本の文化展示・祇園祭の幣（右上隅） アメリカ展示・ペルーの輿とマリア像
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民
博
に
は
、
南
イ
ン
ド
、
タ
ミ
ル
ナ
ー

ド
ゥ
州
マ
ド
ラ
ス
（
チ
ェ
ン
ナ
イ
）
に
あ

る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
パ
ー
ル
ッ
タ
サ
ー
ラ

テ
ィ
寺
院
の
も
の
と
同
形
の
山
車
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
複
製
と
は
い
う
も
の
の
、

こ
れ
は
こ
れ
で
本
尊
に
魂
を
入
れ
れ
ば
立

派
に
実
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
実
際
の
八
割
程
度
の
大
き
さ
に

つ
く
っ
て
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
天
井
に
つ

か
え
る
ほ
ど
大
き
い
。
こ
う
し
た
大
き
な

山
車
は
、
と
く
に
南
イ
ン
ド
や
東
イ
ン
ド

に
多
く
み
ら
れ
る
。

祭
司
が
の
っ
た
山
車
が
町
内
を
め
ぐ
る

　

パ
ー
ル
ッ
タ
サ
ー
ラ
テ
ィ
寺
院
の
山
車

は
、
毎
年
四
月
か
ら
五
月
に
あ
た
る
タ
ミ

ル
月
チ
ッ
テ
ィ
ラ
イ
に
お
こ
な
わ
れ
る
一

〇
日
間
（
一
〇
夜
一
一
日
）
の
大
祭
の
と

き
に
ひ
き
だ
さ
れ
、
町
内
を
巡
行
す
る
。

　

こ
の
時
期
の
南
イ
ン
ド
は
非
常
に
暑
い

季
節
に
あ
た
り
、
各
地
で
村
の
女
神
を
祀

る
祭
礼
が
お
こ
な
わ
れ
る
季
節
で
も
あ
る
。

た
だ
し
、
山
車
に
の
せ
ら
れ
る
神
さ
ま
は

本
尊
で
は
な
く
、
巡
行
用
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
町
内
を
巡
行
す
る
山
車
の

勇
壮
な
す
が
た
は
、
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾

巡
行
を
思
わ
せ
る
。

　

大
祭
は
寺
院
ご
と
に
時
期
が
ち
が
っ
て

い
る
が
、
一
〇
日
間
（
一
〇
夜
）
お
こ
な

わ
れ
る
例
が
多
い
。
初
日
に
は
旗
揚
げ
式
、

最
終
日
に
は
旗
納
め
式
が
あ
る
。
期
間
中

の
何
日
か
は
山
車
が
出
て
、
町
内
を
め
ぐ

る
。
山
車
に
は
寺
院
つ
き
の
祭
司
が
の
り
、

人
び
と
は
祭
司
を
通
じ
て
お
供
え
物
を
神

さ
ま
に
捧
げ
て
お
下
が
り
を
も
ら
う
。
有

名
な
寺
院
の
大
祭
で
は
一
〇
〇
万
単
位
の

人
び
と
が
沿
道
に
並
び
、
周
囲
は
す
さ
ま

じ
い
混
雑
と
な
る
。

山
車
の
威
力
は
宗
教
を
超
え
て

　

こ
の
よ
う
な
大
祭
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に

限
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
で

も
み
ら
れ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
暮
れ
に
津
波
被
害
に
あ
っ

た
州
中
央
海
岸
部
の
ナ
ー
ガ
パ
ッ
テ
ヤ
ナ

ム
市
近
郊
に
は
ウ
ェ
ー
ラ
ー
ン
ガ
ン
ニ
聖

堂
（
キ
リ
ス
ト
教
）
と
ナ
ゴ
ー
ル
聖
廟

（
イ
ス
ラ
ー
ム
）
と
い
う
イ
ン
ド
全
土
に

響
く
有
名
な
聖
地
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
い

ず
れ
も
一
〇
日
間
の
大
祭
が
催
さ
れ
、
そ

の
う
ち
の
何
日
か
は
山
車
が
で
る
。

　

ウ
ェ
ー
ラ
ー
ン
ガ
ン
ニ
で
は
、
聖
母
マ

リ
ア
や
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
像
を
の
せ

た
山
車
が
出
て
、
聖
堂
の
周
囲
を
め
ぐ
る
。

こ
う
し
た
大
祭
に
は
、む
し
ろ
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
徒
が
多
く
集
ま
る
と
い
わ
れ
る
。

　

ウ
ェ
ー
ラ
ー
ン
ガ
ン
ニ
聖
堂
の
大
祭
に

は
例
年
一
〇
〇
万
人
以
上
の
見
物
が
集
ま

る
が
、
二
〇
〇
四
年
末
の
津
波
災
害
の
あ

と
、
聖
堂
の
周
辺
は
と
く
に
被
害
が
大
き

く
、
巡
礼
客
や
観
光
客
の
足
が
遠
の
き
、

地
元
に
は
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
。

杉す
ぎ
も
と本 

良よ
し
お男　

　

民
博�

民
族
社
会
研
究
部

専
攻
は
社
会
人
類
学
、南
ア
ジ
ア
研
究
。ス
リ
ラ
ン
カ
、

南
イ
ン
ド
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
宗
教
・
文
化
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
に
従
事
。最
近
は
映
画
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、津
波
災
害
復
興
な
ど
に
も
関
心
を
も
っ
て
い
る
。

　

神
輿
に
は
神
さ
ま
が
乗
っ
て
い
る
が
、

山
車
は
ふ
つ
う
神
さ
ま
に
奉
納
す
る
舞
台

装
置
な
の
で
神
さ
ま
は
乗
っ
て
い
な
い
。

元
禄
時
代
に
は
神
田
祭
、
山
王
祭
、
三
社

祭
な
ど
の
江
戸
の
著
名
な
祭
り
に
は
、
神

輿
だ
け
で
は
な
く
、
祇
園
祭
と
同
様
、
豪

華
な
山
車
の
パ
レ
ー
ド
が
付
随
し
て
い
た
。

し
か
し
明
治
初
期
、
神
仏
分
離
令
が
施
行

さ
れ
、
首
都
東
京
の
お
膝
元
で
は
、
華
美

な
山
車
の
随
伴
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

神
人
交
感
の
機
会
を
求
め
て

神
輿
に
乗
る
神
さ
ま
た
ち

　

京
都
の
祇
園
祭
で
は
山
鉾
巡
行
が
主
役

の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
。
山
鉾
巡
行
が

行
わ
れ
る
日
（
伝
統
的
に
は
先
の
祭
り
の

日
）
に
八
坂
神
社
か
ら
三
基
の
神
輿
が
出

発
し
、
氏
子
区
域
を
回
っ
た
の
ち
四
条
寺

町
の
御
旅
所
に
到
着
す
る（
神
幸
祭
）。
御

旅
所
に
神
さ
ま
が
と
ど
ま
ら
れ
て
い
る
間

に
氏
子
の
奉
仕
を
受
け
、
現
在
で
は
花
笠

巡
行
の
二
四
日
（
後
の
祭
り
の
日
）
に
神

輿
に
乗
っ
て
八
坂
神
社
に
戻
る（
還
幸

祭
）。
つ
ま
り
、
ふ
だ
ん
は
八
坂
神
社
内

に
居
る
神
さ
ま
が
、
神
輿
に
乗
っ
て
御
旅

所
に
行
き
、
氏
子
た
ち
の
奉
納
を
受
け
、

神
人
交
感
が
行
わ
れ
、
神
社
に
戻
る
と
い

う
の
が
祇
園
祭
の
構
造
な
の
で
あ
る
。

山
鉾
と
神
輿
と
の
難
し
い
関
係

　

し
か
し
、
じ
つ
は
こ
と
は
そ
う
単
純
で

も
な
い
。
祇
園
祭
の
山
鉾
は
、
神
輿
が
到

着
す
る
前
に
御
旅
所
を
通
過
し
て
し
ま
う
。

神
が
来
ら
れ
る
前
に
場
を
お
祓
い
す
る
た

め
だ
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
が
、
神
輿

が
通
る
コ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
重
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
理
屈
に
合

わ
な
い
。

　

天
文
二
（
一
五
三
三
）
年
、
法
華
一
揆

の
お
り
に
、「
神
事
が
行
わ
れ
な
く
て
も

山
鉾
巡
行
は
や
り
た
い
」
と
下
京
六
六
カ

町
の
世
話
役
が
申
し
出
た
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
山
鉾
を
運
行
す
る
側
に
神

の
前
で
の
奉
納
と
い
う
意
識
が
、
も
と
も

と
強
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

祇
園
祭
が
始
ま
っ
た
貞
観
一
一
（
八
六

九
）
年
に
は
、
神
泉
苑
に
六
六
本
の
鉾
を

た
て
て
疫
病
の
退
散
を
祈
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
風
流
が
盛
ん
に
な
り
、
後
の

山
鉾
巡
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

と
く
に
鉾
に
は
、
天
に
い
る
カ
ミ
に
降
臨

し
て
も
ら
う
依
り
代
と
し
て
の
役
割
が

あ
っ
た
。
鉾
は
、
天
に
い
る
神
が
み
が
わ

れ
わ
れ
人
間
の
住
む
世
界
に
来
る
た
め
の

門
で
も
あ
っ
た
。
山
鉾
に
は
、
神
が
み
が

降
臨
す
る
動
く
祭
壇
と
解
釈
で
き
る
側
面

が
あ
る
。
月
鉾
に
は
月
ツ
キ
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

読
命
が
、

霰あ
ら
れ
て
ん
じ
ん
や
ま

天
神
山
に
は
天
神
が
、
南
観
音
山
に

は
観
音
が
、
町
の
神
と
し
て
降
臨
し
て
い

る
と
み
な
せ
る
の
で
あ
る
。

森も
り
た田 

三さ
ぶ
ろ
う郎　
　

甲
南
大
学
文
学
部
教
授

一
九
四
五
年
、
京
都
府
に
生
ま
れ
る
。
京
都
大
学
大

学
院
博
士
課
程
修
了
。
専
門
は
文
化
人
類
学
（
農
民

文
化
論
・
映
像
人
類
学
）。
著
書
に『
祭
り
の
文
化
人

類
学
』（
世
界
思
想
社
）な
ど
が
あ
る
。

　

起
死
回
生
を
狙
っ
た
地
元
の
人
び
と
は
、

聖
堂
の
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
た
山
車
の
巡

行
ル
ー
ト
を
変
え
て
、
鎮
魂
の
意
味
を
こ

め
て
海
岸
を
ま
わ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う

し
た
努
力
が
実
っ
て
か
、
そ
の
後
聖
堂
に

は
津
波
前
を
超
え
る
多
く
の
観
光
客
が
集

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
宗
教
を
問

わ
ず
、
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
に
お
け
る
山
車

の
威
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
み
る
思
い
が
す
る
。

神
輿
ご
と
に
ル
ー
ト
を
違
え
て

賑
や
か
に
神
輿
の
到
来
を
つ
げ
る

　

御
旅
所
が
、
現
在
の
四
条
寺
町
に
定

ま
っ
た
の
は
、
天
正
一
九
（
一
五
九
一
）

年
の
豊
臣
秀
吉
の
命
令
に
よ
る
。
そ
れ
以

前
は
、
少
将
井
御
旅
所
（
冷
泉
東
洞
院
）

と
大
政
所
御
旅
所
（
烏
丸
高
辻
）
の
二
カ

所
で
あ
っ
た
。

　

現
在
は
、
当
初
祇
園
祭
が
行
わ
れ
た
神

泉
苑
の
南
東
の
端
（
三
条
大
宮
東
入
ル
）

に
、
又
旅
所
と
も
呼
ば
れ
る
三
条
御
供
社

が
あ
る
。
還
幸
祭
の
と
き
に
中
御
座
、
東

御
座
の
二
基
の
神
輿
が
安
置
さ
れ
、
神
の

依
り
代
で
あ
る
オ
ハ
ケ
が
た
て
ら
れ
、
奉

餞
祭
が
行
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
三
基
の
神
輿
に
は
、
主
神

素ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト

戔
嗚
尊
（
中
御
座
）、主
神
の
妻
、

櫛ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト

稲
田
姫
命
（
東
御
座
）、そ
の
子
で
あ

る
八
柱
の
御み
こ
が
み
子
神
（
西
御
座
）
が
乗
る
。

素
戔
嗚
尊
は
イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
の
守
護

神
で
あ
る
牛ゴ
ヅ
テ
ン
ノ
ウ

頭
天
王
や
武ム
タ
フ
カ
ミ

塔
神
と
習
合
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
櫛
稲
田
姫
命
は
牛
頭
天
王

の
后
の
頗ハ
リ
サ
イ
ニ
ョ

梨
采
女
と
、
八
柱
の
御
子
神
は

八
王
子
、
八
将
軍
と
習
合
し
て
い
る
こ
と

は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

祇
園
祭
も
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
変

容
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
地
上
に
駐
留

す
る
神
が
み
も
天
界
に
在
住
す
る
神
が
み

も
、
こ
の
期
間
、
人
び
と
の
生
活
の
場
を

訪
れ
、
風
流
な
ど
の
奉
納
を
通
し
て
神
人

交
感
が
行
わ
れ
、
人
び
と
に
疫
病
退
散
の

御
利
益
を
与
え
る
と
い
う
構
造
に
は
変
わ

り
は
な
い
。

パールッタサーラティ寺院の巡行用の神像

町内を巡行する山車

左（東）から御旅所に鎮座した西御座、中御座、
東御座、若御座　〈2009年7月17日撮影〉

御旅所に入る前に神振りをする東御座
〈2009年7月17日撮影〉
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真
夏
の
日
差
し
が
和
ら
ぎ
、
青
森
の
街

に
夕
闇
が
迫
る
頃
、
勇
壮
な
ね
ぶ
た
が
小

屋
か
ら
一
台
ま
た
一
台
と
通
り
に
姿
を
現

す
。
街
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
笠
を
被
り
、

揃
い
の
浴
衣
に
赤
や
青
の
襷
た
す
きを
か
け
た
ハ

ネ
ト
た
ち
が
鈴
の
音
を
響
か
せ
て
集
ま
っ

て
く
る
。
日
本
中
か
ら
詰
め
か
け
た
観
客

た
ち
は
桟
敷
に
陣
取
り
、
慌
し
く
団
扇
を

動
か
し
な
が
ら
、
今
や
遅
し
と
始
ま
り
の

時
を
待
ち
わ
び
る
。

　

午
後
七
時
一
〇
分
、
花
火
の
合
図
と
と

も
に
一
斉
に
囃は
や
し子

が
鳴
り
響
き
、「
ラ
ッ

セ
ラ
ー
、
ラ
ッ
セ
ラ
ー
、ラ
セ
ラ
セ
ラ
ッ

セ
ラ
ー
！
」
の
か
け
声
と
と
も
に
、
二
十

数
台
の
巨
大
な
ね
ぶ
た
が
眠
り
か
ら
醒
め

て
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
す
。
待
ち
に
待
っ

た
「
出
陣
」
の
瞬
間
で
あ
る
。

病
気
や
災
い
を
川
や
海
に
流
す

　

ね
ぶ
た
の
起
源
は
、
夏
の
睡
魔
や
疫
病

を
退
散
さ
せ
る
「
ね
ぶ
り
流
し
」
や
「
七

夕
」
な
ど
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
形

や
行あ
ん
ど
ん灯

に
病
気
や
災
い
を
封
じ
込
め
、
そ

れ
を
川
や
海
に
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
厄
を

祓
お
う
と
し
た
祭
祀
で
あ
る
。
今
日
で
も

祭
り
の
最
終
日
「
ナ
ヌ
カ
ビ
」
に
は
、
ね

ぶ
た
を
船
に
載
せ
て
青
森
湾
を
巡
航
す
る

「
海
上
運
行
」
と
い
う
形
で
、
そ
の
名
残

を
と
ど
め
て
い
る
。

　

巨
大
行
灯
に
よ
り
見
物
人
を
集
め
た
と

い
う
記
録
は
弘
前
藩
の
時
代
か
ら
残
っ
て

い
る
が
、
今
日
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の

は
、
青
森
市
の
戦
後
復
興
を
願
っ
た
港
祭

り
に
端
を
発
し
て
い
る
。
当
初
か
ら
町
衆

の
力
に
よ
り
人
的
、
経
済
的
に
支
え
ら
れ

て
き
た
都
市
祭
り
で
あ
る
が
、
と
く
に
人

形
ね
ぶ
た
の
大
型
化
と
と
も
に
費
用
も
巨

大
化
し
、
今
日
で
は
、
一
台
の
制
作
と
運

行
に
か
か
る
費
用
は
二
〇
〇
〇
万
円
以
上

に
の
ぼ
る
と
い
う
。

経
済
効
果
は
六
〇
〇
億
円

　

こ
の
費
用
を
支
え
て
い
る
の
は
、
地
元

で
商
売
を
し
て
い
る
「
お
店た
な

」、つ
ま
り
企

業
で
あ
る
。
今
日
の
青
森
ね
ぶ
た
の
大
き

な
特
徴
の
一
つ
は
、
ね
ぶ
た
人
形
の
台
座

に
企
業
名
が
掲
げ
ら
れ
、
ハ
ネ
ト
の
浴
衣

や
法
被
に
も
企
業
名
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
目

三み
つ
い井 

泉い
ず
み　　

日
本
大
学
経
済
学
部
教
授

専
門
は
経
営
学
、
経
営
人
類
学
。現
在
の
研
究
関
心
は
、

経
営
理
念
の
国
際
比
較
。
共
著
に
『
会
社
じ
ん
る
い

学
』（
二
〇
〇
一
年
、
東
方
書
店
）、共
編
著
に
『
経
営

理
念
──
継
承
と
伝
播
の
経
営
人
類
学
的
研
究
──
』

（
二
〇
〇
八
年
、
Ｐ
H
Ｐ
研
究
所
）。�

立
つ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
青
森
ね

ぶ
た
に
は
「
企
業
の
祭
り
」
と
い
う
側
面

も
あ
る
。

　

観
光
客
三
一
九
万
人
（
二
〇
〇
八
年
八

月
二
日
～
七
日
）、四
九
七
億
円
（
荘
銀
総

研
推
計
）
の
観
光
消
費
を
生
み
、
約
六
〇

〇
億
円
の
経
済
波
及
効
果
を
も
つ
ま
で
に

成
長
し
た
「
巨
大
観
光
イ
ベ
ン
ト
」
で
あ

れ
ば
、
そ
の
宣
伝
効
果
を
狙
っ
た
企
業
の

　

奈
良
の
春
日
大
社
で
は
、
毎
年
一
二
月

中
旬
に
春
日
若
宮
御お
ん
ま
つ
り

祭
が
お
こ
な
わ
れ

る
。
こ
の
祭
り
は
、
一
七
日
の
「
御
旅
所

祭
」
に
、
神か
ぐ
ら楽
･
東あ
ず
ま
あ
そ
び遊
･
田で
ん
が
く楽
･

細せ
い
の
う男
･
舞
楽
、
翌
一
八
日
の
相
撲
･
後

宴
能
と
い
っ
た
様
々
な
芸
能
が
演
じ
ら
れ

る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
時

期
に
お
こ
な
わ
れ
る
京
都
南
座
の
顔
見
世

を
加
え
れ
ば
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
芸

能
を
一
度
に
総
覧
す
る
よ
い
機
会
と
な
る

の
で
、
関
西
に
居
を
移
す
以
前
か
ら
何
度

か
見
物
に
訪
れ
て
い
た
。

　

近
年
は
、
御
旅
所
で
芸
能
を
見
て
い
る

時
間
と
茶
店
で
一
服
し
て
い
る
時
間
が
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

以
前
は
芸
能
の
奉
納
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
宵
宮
祭
」
や
「
遷
幸
の
儀
」
や
「
還
幸

の
儀
」
な
ど
の
重
要
な
行
事
に
も
付
き
合

い
、
見
学
し
て
い
た
。

白
装
束
に
囲
ま
れ
た
若
宮
神
が

暗
闇
を
進
む
遷
幸
の
儀

　

こ
の
祭
り
は
、
春
日
大
社
の
本
殿
に
祀

ら
れ
る
神
が
み
で
は
な
く
、
そ
の
御み
こ
が
み

子
神

で
あ
る
若
宮
神
の
祭
り
で
あ
る
。
普
段
は

何
も
な
い
御
旅
所
に
行あ
ん
ぐ
う宮
を
仮
設
し
、
若

宮
神
を
迎
え
て
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

　

そ
の
若
宮
神
を
迎
え
る
行
事
が
遷
幸
の

儀
で
、
一
七
日
午
前
零
時
か
ら
若
宮
神
社

で
お
こ
な
わ
れ
る
。
社
殿
で
の
祭
典
の
後
、

笹さ
さ
は
ら原 

亮り
ょ
う
じ二

民
博�

民
族
文
化
研
究
部

専
門
は
民
俗
学
、
民
俗
芸
能
研
究
。
最
近
は
、
九
州

各
地
の
島
々
を
巡
り
歩
き
、
祭
り
や
芸
能
の
伝
播
や

定
着
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

若
宮
神
が
大
勢
の
神
社
の
人
び
と
に
守
ら

れ
て
行
宮
に
遷う
つ

る
。

　

こ
の
と
き
境
内
は
、
い
っ
さ
い
の
灯
火

が
消
さ
れ
て
真
っ
暗
闇
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
参
道
を
進
む
若
宮
神
の
様
子
を

は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

若
宮
神
を
囲
む
人
び
と
が
間
断
な
く
発
す

る
警け
い
ひ
つ蹕
や
楽
人
の
奏
で
る
道
楽
に
よ
っ
て
、

そ
の
歩
み
を
参
列
者
は
明
確
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
同
日
、
祭
り
の
参
加
者
が
社

参
す
る
「
お
渡
り
式
」
、
そ
れ
に
続
く
御

旅
所
祭
で
の
芸
能
の
奉
納
の
後
、
深
夜
に

還
幸
の
儀
が
行
わ
れ
る
。
若
宮
神
は
、
遷

幸
の
儀
と
同
様
、
一
切
の
灯
火
が
消
さ
れ

た
暗
闇
の
な
か
を
、
取
り
囲
ん
だ
大
勢
の

人
び
と
が
発
す
る
警
蹕
と
道
楽
と
と
も
に

若
宮
神
社
に
還か
え

る
。

見
せ
な
い
ご
神
体
の
到
来
を

音
で
知
ら
せ
る

　

御
祭
の
若
宮
神
の
よ
う
に
、
祭
り
の
際

に
祭
場
と
の
あ
い
だ
を
往
還
す
る
、
い
わ

ば
「
旅
す
る
」
神
が
み
は
、
御
輿
や
曳
山

が
出
る
ほ
う
ぼ
う
の
祭
り
で
も
同
様
に
見

ら
れ
、
必
ず
し
も
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
御
輿
や
曳
山
に
よ
る
神
霊
の
旅

が
、
見
物
の
衆
目
を
集
め
る
可
視
的
な
も

の
な
の
に
対
し
て
、
御
祭
で
は
暗
闇
の
な

か
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
見
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
う
と
う
趣
き
が
異
な
る
。

　

と
は
い
え
、
警
蹕
や
道
楽
と
い
っ
た
賑

や
か
な
音
が
伴
い
、
人
び
と
は
耳
で
神
霊

の
旅
を
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で

は
両
者
は
共
通
す
る
。

　

こ
う
し
た
神
霊
の
旅
の
あ
り
よ
う
の
異

同
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
り
の
歴
史
を
考
慮

す
る
と
、目
に
見
え
ず
、耳
で
知
る
神
霊
の

旅
か
ら
、
目
と
耳
で
知
る
神
霊
の
旅
へ
と

い
う
、
旅
す
る
神
霊
の
あ
り
よ
う
の
変
化
、

あ
る
い
は
、
神
霊
の
顕け
ん
げ
ん現
に
対
す
る
我
々

の
意
識
や
感
覚
の
歴
史
的
な
変
遷
を
示
し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て
、
興
味
深
い
。

Ｐ
Ｒ
活
動
と
考
え
る
む
き
も
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
成
長
期
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、

今
日
の
よ
う
な
不
況
期
に
あ
っ
て
も
、
な

ぜ
企
業
は
ね
ぶ
た
を
支
え
続
け
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
こ
に
「
神
」の
霊
力
が
あ
る
。つ

ま
り
、祭
り
は
企
業
に
と
っ
て
宣
伝
効
果

と
い
う
以
上
に
、
地
域
共
同
体
へ
の
貢
献

や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
絶
好
の
機

会
と
な
る
。さ
ら
に
、企
業
が
自
ら
の
継
続

性
と
健
全
性
を
地
域
に
示
し「
無
病
息

災
」
を
共
に
祈
る
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
企
業
が
祭
り

に
参
加
す
る
ほ
ん
と
う
の
意
味
が
あ
る
、

と
い
う
の
は
言
い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

熱
気
と
歓
喜
に
包
ま
れ
る
大
通
り

　

午
後
八
時
過
ぎ
、
囃
子
も
ハ
ネ
ト
も
観

客
も
一
体
と
な
っ
て
青
森
の
大
通
り
が
熱

気
と
歓
喜
の
渦
に
包
ま
れ
る
。
そ
の
な
か

を
ね
ぶ
た
絵
の
武
者
た
ち
が
街
中
に
睨
み

を
き
か
せ
、
刀
や
棍
棒
を
振
り
回
し
な
が

ら
駆
け
巡
る
。
そ
の
荒
々
し
さ
を
も
っ
て

街
中
の
人
び
と
の
睡
魔
を
払
い
、
厄
病
を

遠
ざ
け
、
災
害
を
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る

か
の
よ
う
に
。

　

一
五
年
間
通
い
続
け
て
い
る
と
い
う
観

光
客
の
一
人
に
感
想
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ

た
。「
こ
ん
な
に
も
勇
壮
で
か
つ
優
美
な

祭
り
は
世
界
中
の
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

外
国
の
友
人
た
ち
に
、日
本
に
き
た
ら
ぜ
っ

た
い
に
見
る
よ
う
に
薦
め
て
い
ま
す
」。

　

旅
す
る
神
が
み
は
、
こ
う
し
て
、
人
の

心
を
奪
い
、
人
び
と
を
旅
へ
と
誘
う
。

社名を背負いねぶた小屋に詰めかける人たち

街中に睨みをきかせる「ねぶた武者」

春日若宮御祭「御旅所祭」
での舞楽「落蹲（らくそん）」
の奉納

春日若宮御祭「御旅所祭」での宮司祝詞奏上

写真はいずれも
春日大社提供



バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

国
際
子
ど
も
映
画
祭

南み
な
み
で出 

和か
ず
よ余

日
本
学
術
振
興
会  

特
別
研
究
員

専
門
は
文
化
人
類
学
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
ど
も
の
生
活
世
界
、

子
ど
も
が
大
人
に
な
る
過
程
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
最
近
は
、

研
究
手
法
と
し
て
の
映
像
制
作
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
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二
〇
〇
九
年
一
月
二
四
日
か
ら
三
〇
日

に
か
け
て
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首
都

ダ
ッ
カ
に
お
い
て
「
第
二
回
国
際
子
ど
も

映
画
祭
（International C

hildren ,s 
F

ilm
 F

estival

）」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
映
画
祭
は
「
子
ど
も
に
よ
る
、
子
ど

も
の
た
め
の
、
子
ど
も
の
映
画
祭
」
と
い

う
に
ふ
さ
わ
し
く
、
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
出
品
、
選
抜
、
運
営
の
す
べ
て

に
お
い
て
、
一
八
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち

が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

上
映
作
品
に
は
、
お
と
な
が
子
ど
も
向

け
に
制
作
し
た
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
、
子

ど
も
を
主
人
公
ま
た
は
テ
ー
マ
と
し
た
映

画
、
そ
し
て
一
八
歳
以
下
の
子
ど
も
が
監

督
制
作
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
な
ど
、
四
〇
カ
国
か
ら
計
一
五

六
本
の
作
品
が
集
め
ら
れ
た
。
期
間
中
に

は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
数
回
開
か
れ
た
。

　

映
画
祭
の
メ
イ
ン
は
、
一
八
歳
以
下
の

監
督
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
映
画
の
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
応
募
作
品
の
な

か
か
ら
上
映
作
品
、
受
賞
作
品
を
選
ぶ
審

査
員
も
、
五
人
の
子
ど
も
た
ち
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

映
画
祭
が
子
ど
も
の
み
に
閉
じ
た
も
の
で

は
な
い
。
中
央
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る

五
カ
所
の
会
場
で
六
日
間
開
か

れ
た
映
画
祭
に
は
、
子
ど
も
連

れ
を
含
め
、
お
と
な
の
来
訪
者

も
決
し
て
少
な
く
な
く
、
の
べ

一
万
人
以
上
が
訪
れ
た
。

　

そ
う
し
た
来
訪
者
の
誘
導
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
グ
ッ
ズ
、
飲
食
物
の

販
売
、
上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理

の
す
べ
て
を
子
ど
も
た
ち
が
担
う
。
映

画
と
い
う
現
代
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お

け
る
最
大
の
娯
楽
か
つ
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ

に
、
子
ど
も
を
対
象
化
す
る
だ
け
で
な
く
、

参
入
さ
せ
る
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
「
国
際
子
ど
も
映
画

祭
」
の
仕
掛
け
人
は
、
や
は
り
お
と
な
で

あ
る
。
映
画
監
督
や
関
係
者
、
教
育
者
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
子
ど
も
映
画
協
会

（C
hildren ,s F

ilm
 Society, B

an-
gladesh

）」
が
、
こ
の
映
画
祭
を
組
織

し
て
い
る
。
同
協
会
は
、
映
画
祭
開
催
の

ほ
か
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
内
各
地
に
お

い
て
巡
回
映
画
上
映
会
や
子
ど
も
向
け
映

像
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
的
に
開

い
て
い
る
。

　

世
界
的
な
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
流
通
と
カ

メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
の
普
及
は
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
う
し
た

状
況
の
な
か
で
、
先
進
国
発
展
途
上
国
を

問
わ
ず
、
映
像
は
情
報
受
信
の
機
会
で
あ

る
と
同
時
に
、
情
報
発
信
と
表
現
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
、
ま
さ
に

「
読
み
書
き
」
両
側
面
か
ら
メ
デ
ィ
ア
リ

テ
ラ
シ
ー
が
教
諭
さ
れ
る
動
き
は
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
映
像
制
作
を
学
ん
だ
子
ど
も

た
ち
は
、
自
ら
を
取
り
巻
く
社
会
に
カ
メ

ラ
を
向
け
、
表
現
し
、
映
画
祭
の
よ
う
な

場
で
発
信
す
る
。

　

こ
の
映
画
祭
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め

る
の
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
代
表
的
映

画
監
督
の
一
人
で
あ
る
モ
ル
シ
ェ
ド
ゥ

ル
・
イ
ス
ラ
ム（M

orshedul Islam

）だ
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
人
び
と
は
、
映
画

を
大
き
く
二
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。
一

つ
は
国
内
向
け
に
制
作
さ
れ
る
、
歌
と
踊

り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ヒ
ー
ロ
ー
対
悪
役
と

い
う
単
純
明
快
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
特
徴
づ

け
ら
れ
る
映
画
で
あ
る
。
も
う
一
方
は
、

海
外
向
け
に
作
ら
れ
る
社
会
派
系
映
画

（
後
者
は
“International C

inem
a

”

と
呼
ば
れ
る
）
で
あ
る
。
モ
ル
シ
ェ
ド
ゥ

ル
・
イ
ス
ラ
ム
は
、
後
者
の
映
画
を
主
に

制
作
し
て
い
る
。

　

彼
の
映
画
は
、
現
代
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
抱
え
る
社
会
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
な
が

ら
、
自
然
の
脅
威
と
豊
か
さ
、
富
の
虚
無

と
貧
困
の
力
な
ど
、
観
る
者
に
多
く
を
問

い
か
け
る
。

　

子
ど
も
映
画
協
会
と
国
際
子
ど
も
映
画

祭
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
作
品

“D
urotto

”（
二
〇
〇
四
、
英
題
“A

lien-
ation

”、邦
題『
ぼ
く
は
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
』）

は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
代
表
す
る
現
代

作
家
の
一
人
フ
マ
ユ
ン
・
ア
フ
メ
ッ
ド

（H
um

ayun A
hm

ed

）の
原
作
。

経
済
的
に
裕
福
な
上
流
社
会
の

籠
の
中
で
生
き
る
少
年
が
、
駅

で
暮
ら
す
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド

レ
ン
の
兄
妹
と
出
会
っ
て
一
日

を
共
に
過
ご
す
な
か
で
活
力
を

取
り
戻
す
。
し
か
し
、
最
後
に

は
や
は
り
両
者
の
子
ど
も
た
ち

が
生
き
て
い
る
社
会
は
別
で
あ

る
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

　

こ
の
映
画
は
、
第
一
五
回
ア

ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
福
岡
国
際
映

画
祭
（
二
〇
〇
五
年
）
で
も
上

映
さ
れ
て
い
る
。

「
無
力
で
か
わ
い
そ
う
な
子
ど

も
た
ち
」、
そ
れ
が
開
発
と
援
助

の
文
脈
で
語
ら
れ
る
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す

る
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
し
か
し
、

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
見
ら
れ
て
い
る
か
、
お
と
な
た
ち
は
自

分
た
ち
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
そ
し
て
自
分
た
ち
は
社
会
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
決
し
て
無
知
で
は
な
い
こ
と
を
「
国

際
子
ど
も
映
画
祭
」
は
示
し
て
い
る
。

モ
ノ
・
グ
ラ
フ

四
〇
カ
国
か
ら一五
六
作
品
が
集
ま
る

無
力
か
も
し
れ
な
い
が
、

無
知
で
は
な
い
子
ど
も
た
ち

社
会
に
カ
メ
ラ
を
向
け
、

表
現
し
よ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち

国際子ども映画祭のオープニングセレモニー

モルシェドゥル・イスラム監督映画作品
「Durotto」＊

モルシェドゥル・イスラム監督 ＊

国際子ども映画祭パンフレット

＊のついている写真はともに
モルシェドゥル・イスラム監督提供
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二
〇
〇
八
年
一
二
月
、
広
西チ
ワ
ン壮族

自
治

区
成
立
五
〇
周
年
に
あ
た
っ
て
南
寧
市
の

郊
外
の
青
秀
山
の
一
角
に
開
館
し
、
二
〇

〇
九
年
四
月
三
〇
日
か
ら
対
外
無
料
開
放

し
た
。
広
西
壮
族
自
治
区
文
化
庁
の
管
轄

下
に
あ
り
、
常
設
展
四
五
八
三
平
方
メ
ー

ト
ル
と
広
西
で
展
示
場
の
面
積
が
最
大
の

博
物
館
で
あ
る
。
常
設
展
は
「
五
彩
八

桂
」
と
「
時
空
を
越
え
て
鼓
声
が
響
く
銅

鼓
文
化
」
の
二
展
示
、
ほ
か
に
企
画
展

「
中
国
与
東
盟
（
ア
セ
ア
ン
）」「
八
桂
瑰

宝
」
の
二
展
示
場
が
あ
る
。

展
示
の
構
成　

「
五
彩
八
桂
」
展
示
場
は
、

広
西
の
民
族
文
化
の
展
示
で

「
居
住
と
生
産
生
活
」「
服
飾

文
化
」「
民
間
工
芸
」「
年
中

行
事
・
慶
事
と
儀
礼
」
の
四

つ
の
テ
ー
マ
展
示
場
か
ら

成
っ
て
い
る
。

「
居
住
と
生
産
生
活
」
で
は
、

山
地
や
田
園
の
生
活
、
水
上

民
・
漁
民
の
生
活
、
都
市
や

定
期
市
で
の
交
易
を
紹
介
し

て
い
る
。

「
服
飾
文
化
」
で
は
、
服

飾
・
印
染
・
刺
繍
・
織
錦
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

「
民
間
工
芸
」
で
は
、
作
陶
、
岩
画
、
彫

刻
、
絵
画
、
木
工
、
編
織
、
製
紙
な
ど
。

「
年
中
行
事
・
慶
事
と
儀
礼
」
で
は
春

節
・
中
秋
節
や
各
民
族
の
重
要
な
年
中
行

事
、
生
育
・
婚
礼
・
長
寿
祝
い
な
ど
の
人

生
儀
礼
、
さ
ら
に
は
民
間
信
仰
や
芸
能
の

展
示
が
さ
れ
て
い
る
。

　

広
西
で
は
古
代
の
銅
鼓
が
数
多
く
発
掘

さ
れ
、
広
西
を
代
表
す
る
文
物
の
一
つ
で

あ
る
が
、「
時
空
を
越
え
て
鼓
声
が
響
く

銅
鼓
文
化
」
展
示
で
は
代
表
的
な
銅
鼓
や

現
在
も
使
用
し
て
い
る
場
面
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

新
た
な
試
み

　

展
示
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
、
ジ
オ

ラ
マ
と
絵
画
を
組
み
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
が
観
衆
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
る
。
牛
に
曳
か
せ
る
ス
キ
や

ビ
ー
フ
ン
搾
り
機
の
使
い
方
、京キ
ン

族
が
独

特
の
網
で
魚
を
捕
る
場
面
、
衣
服
材
料
の

織
り
・
染
め
や
つ
や
出
し
、
竹
編
み
帽
子

の
編
み
方
、
手
作
業
で
の
製
紙
や
鉄
鍛
冶

な
ど
、
道
具
の
使
い
方
が
一
目
瞭
然
で
あ

る
。
こ
の
手
法
は
楽
器
の
演
奏
や
婚
礼
習

俗
の
展
示
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
都
市

居
住
民
が
農
漁
村
の
生
業
や
ふ
る
い
伝
統

を
理
解
す
る
の
に
は
格
好
で
あ
る
が
、
同

時
に
伝
統
的
な
文
化
の
展
示
に
偏
り
が
ち

な
欠
点
も
あ
る
。

　

第
二
に
、
少
数
民
族
の
み
な
ら
ず
漢
族

の
展
示
に
も
積
極
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば

服
飾
、龍
舞
、ふ
る
い
家
具
、ふ
る
い
街
の

薬
店
・
布
地
店
・
雑
貨
店
な
ど
の
店
舗
が

復
原
さ
れ
て
い
る
。な
お
、南
寧
で
は
二
〇

〇
四
年
以
来
、
毎
年
ア
セ
ア
ン
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
の

コ
ー
ナ
ー
を
企
画
展
示
で
設
け
る
な
ど
関

ネットワーク型博物館の構想
中国最大の少数民族

チワン

壮族のほか、瑶
ヤオ

族、苗
ミャオ

族などの
多くの民族が漢族に混じって暮らす広西壮族自治区。
民族の伝統文化を紹介しつつ、自治区内に建設中の

10の「生態博物館」のワークステーションとして位置づけられている

地球ミュージアム紀行  　　
広西民族博物館

塚つ
か
だ田 

誠し
げ
ゆ
き之　
　

民
博 

先
端
人
類
科
学
研
究
部

文
学
博
士
。
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修

了
の
後
、
一
九
八
八
年
か
ら
民
博
で
中
国
南
部
諸
民

族
の
歴
史
民
族
学
的
研
究
に
従
事
。
最
近
、
民
族
の

国
境
を
越
え
る
移
動
と
交
流
の
研
究
や
壮
族
社
会
の

な
り
た
ち
を
見
直
す
研
究
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。
著

書
に
『
壮
族
文
化
史
研
究
』（
二
〇
〇
〇
年
、
第
一
書

房
）
な
ど
。

銅鼓をかたどった博物館の外観

　

ア
ン
デ
ス
の
ほ
ぼ
真
ん
中
あ
た
り
に
ボ

リ
ビ
ア
と
い
う
国
が
あ
る
。
ア
ン
デ
ス
諸

国
の
な
か
で
も
、
と
く
に
先
住
民
人
口
の

多
い
国
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ボ
リ
ビ
ア

高
地
の
宗
教
は
ス
ペ
イ
ン
人
の
侵
略
以
前

か
ら
の
ア
ン
デ
ス
土
着
の
伝
統
的
な
色
彩

の
濃
い
も
の
で
あ
る
、と
私
は
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
タ
リ

ハ
と
い
う
町
の
祭
り
を
見
て
大
き
く
変
わ

っ
た
。
そ
こ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
す
っ

か
り
根
づ
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
祭
礼
が
町

を
あ
げ
て
の
盛
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

　

タ
リ
ハ
は
、
ボ
リ
ビ
ア
の
最
南
端
に
位

置
し
、
標
高
が
約
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、

人
口
が
数
万
ほ
ど
の
小
都
市
で
あ
る
。
こ

の
町
で
、
毎
年
の
九
月
に
数
千
人
も
の
町

の
住
民
が
参
加
し
、
一
カ
月
近
く
に
わ
た

っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
祭
り
が
あ
る
。「
サ

ン・ロ
ケ
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
だ
。
サ
ン・

ロ
ケ
と
は
、
タ
リ
ハ
の
町
に
あ
る
教
会
の

ひ
と
つ
に
安
置
さ
れ
て
い
る
守
護
聖
人
の

こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
祭
り
で
は
こ
の
聖

人
像
を
御
輿
に
の
せ
て
町
の
中
の
教
区
を

ね
り
歩
く
の
だ
。

　

こ
の
と
き
、
お
も
し
ろ
い
楽
器
が
御
輿

を
先
導
す
る
。
そ
れ
が
カ
ー
ニ
ャ
で
あ
る
。

カ
ー
ニ
ャ
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
竹
ま
た
は

竹
に
類
似
し
た
植
物
を
意
味
す
る
。
が
、

タ
リ
ハ
で
カ
ー
ニ
ャ
と
い
え
ば
、
ふ
つ
う

長
さ
が
三
〜
四
メ
ー
ト
ル
の
竹
の
先
端
に

ラ
ッ
パ
を
つ
け
た
、
ど
こ
か
ア
ル
プ
ス
の

ホ
ル
ン
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
笛
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
笛
を
数
十
人
の
男
た
ち
が
手

に
も
ち
、
歩
き
な
が
ら
吹
く
と
「
ブ
ー
ッ

ツ
、
ブ
ッ
ツ
、
ブ
ッ
ツ
。
ブ
ー
ッ
ツ
、
ブ

ッ
ツ
、
ブ
ッ
ツ
」
と
い
う
低
く
て
大
き
な

音
が
道
路
を
は
さ
ん
だ
建
物
に
こ
だ
ま
す

る
。
こ
の
音
は
祭
礼
と
い
う
非
日
常
的
な

雰
囲
気
を
町
中
に
か
も
し
だ
す
と
と
も
に
、

守
護
聖
人
の
威
信
を
高
め
る
た
め
の
も
の

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
カ
ー
ニ
ャ
は
ア
メ
リ
カ
展

示「
祈
る
」の
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
中
で
あ
る
。

表紙モノ語り

心
の
高
さ
が
展
示
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
博
物
館
の
創
設
の
目
的
と
し

て
、
展
示
の
み
な
ら
ず
、
広
西
で
一
〇
カ

所
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
エ
コ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
生
態
博
物
館
」
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
生
態
博
物
館
が
基
地
と
な
っ
て
、
民
族

文
化
の
保
護
・
研
究
・
伝
承
・
展
示
を
行

い
、
そ
れ
ら
の
総
合
的
な
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
博
物
館
と

い
う
構
想
は
斬
新
で
あ
り
、
今
後
の
動
向

に
目
が
離
せ
な
い
。

壮族が行事で銅鼓をたたく場面を再現することで楽
器の演奏法を伝える

復原された壮族の高床式住居は中に入ることができる

劉三姐が歌で競う場面の展示。ジオラマ、絵画がたく
みに使用されている

広西壮族
自治区

チワン

中華人民共和国

カンボジア

ラオス

タイ

台湾
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香港
昆明
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二
〇
〇
八
年
一
二
月
、
広
西チ
ワ
ン壮族

自
治

区
成
立
五
〇
周
年
に
あ
た
っ
て
南
寧
市
の

郊
外
の
青
秀
山
の
一
角
に
開
館
し
、
二
〇

〇
九
年
四
月
三
〇
日
か
ら
対
外
無
料
開
放

し
た
。
広
西
壮
族
自
治
区
文
化
庁
の
管
轄

下
に
あ
り
、
常
設
展
四
五
八
三
平
方
メ
ー

ト
ル
と
広
西
で
展
示
場
の
面
積
が
最
大
の

博
物
館
で
あ
る
。
常
設
展
は
「
五
彩
八

桂
」
と
「
時
空
を
越
え
て
鼓
声
が
響
く
銅

鼓
文
化
」
の
二
展
示
、
ほ
か
に
企
画
展

「
中
国
与
東
盟
（
ア
セ
ア
ン
）」「
八
桂
瑰

宝
」
の
二
展
示
場
が
あ
る
。

展
示
の
構
成　

「
五
彩
八
桂
」
展
示
場
は
、

広
西
の
民
族
文
化
の
展
示
で

「
居
住
と
生
産
生
活
」「
服
飾

文
化
」「
民
間
工
芸
」「
年
中

行
事
・
慶
事
と
儀
礼
」
の
四

つ
の
テ
ー
マ
展
示
場
か
ら

成
っ
て
い
る
。

「
居
住
と
生
産
生
活
」
で
は
、

山
地
や
田
園
の
生
活
、
水
上

民
・
漁
民
の
生
活
、
都
市
や

定
期
市
で
の
交
易
を
紹
介
し

て
い
る
。

「
服
飾
文
化
」
で
は
、
服

飾
・
印
染
・
刺
繍
・
織
錦
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

「
民
間
工
芸
」
で
は
、
作
陶
、
岩
画
、
彫

刻
、
絵
画
、
木
工
、
編
織
、
製
紙
な
ど
。

「
年
中
行
事
・
慶
事
と
儀
礼
」
で
は
春

節
・
中
秋
節
や
各
民
族
の
重
要
な
年
中
行

事
、
生
育
・
婚
礼
・
長
寿
祝
い
な
ど
の
人

生
儀
礼
、
さ
ら
に
は
民
間
信
仰
や
芸
能
の

展
示
が
さ
れ
て
い
る
。

　

広
西
で
は
古
代
の
銅
鼓
が
数
多
く
発
掘

さ
れ
、
広
西
を
代
表
す
る
文
物
の
一
つ
で

あ
る
が
、「
時
空
を
越
え
て
鼓
声
が
響
く

銅
鼓
文
化
」
展
示
で
は
代
表
的
な
銅
鼓
や

現
在
も
使
用
し
て
い
る
場
面
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

新
た
な
試
み

　

展
示
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
、
ジ
オ

ラ
マ
と
絵
画
を
組
み
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
が
観
衆
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
る
。
牛
に
曳
か
せ
る
ス
キ
や

ビ
ー
フ
ン
搾
り
機
の
使
い
方
、京キ
ン

族
が
独

特
の
網
で
魚
を
捕
る
場
面
、
衣
服
材
料
の

織
り
・
染
め
や
つ
や
出
し
、
竹
編
み
帽
子

の
編
み
方
、
手
作
業
で
の
製
紙
や
鉄
鍛
冶

な
ど
、
道
具
の
使
い
方
が
一
目
瞭
然
で
あ

る
。
こ
の
手
法
は
楽
器
の
演
奏
や
婚
礼
習

俗
の
展
示
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
都
市

居
住
民
が
農
漁
村
の
生
業
や
ふ
る
い
伝
統

を
理
解
す
る
の
に
は
格
好
で
あ
る
が
、
同

時
に
伝
統
的
な
文
化
の
展
示
に
偏
り
が
ち

な
欠
点
も
あ
る
。

　

第
二
に
、
少
数
民
族
の
み
な
ら
ず
漢
族

の
展
示
に
も
積
極
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば

服
飾
、龍
舞
、ふ
る
い
家
具
、ふ
る
い
街
の

薬
店
・
布
地
店
・
雑
貨
店
な
ど
の
店
舗
が

復
原
さ
れ
て
い
る
。な
お
、南
寧
で
は
二
〇

〇
四
年
以
来
、
毎
年
ア
セ
ア
ン
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
の

コ
ー
ナ
ー
を
企
画
展
示
で
設
け
る
な
ど
関

ネットワーク型博物館の構想
中国最大の少数民族

チワン

壮族のほか、瑶
ヤオ

族、苗
ミャオ

族などの
多くの民族が漢族に混じって暮らす広西壮族自治区。
民族の伝統文化を紹介しつつ、自治区内に建設中の

10の「生態博物館」のワークステーションとして位置づけられている

地球ミュージアム紀行  　　
広西民族博物館

塚つ
か
だ田 

誠し
げ
ゆ
き之　
　

民
博 

先
端
人
類
科
学
研
究
部

文
学
博
士
。
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修

了
の
後
、
一
九
八
八
年
か
ら
民
博
で
中
国
南
部
諸
民

族
の
歴
史
民
族
学
的
研
究
に
従
事
。
最
近
、
民
族
の

国
境
を
越
え
る
移
動
と
交
流
の
研
究
や
壮
族
社
会
の

な
り
た
ち
を
見
直
す
研
究
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。
著

書
に
『
壮
族
文
化
史
研
究
』（
二
〇
〇
〇
年
、
第
一
書

房
）
な
ど
。

銅鼓をかたどった博物館の外観

　

ア
ン
デ
ス
の
ほ
ぼ
真
ん
中
あ
た
り
に
ボ

リ
ビ
ア
と
い
う
国
が
あ
る
。
ア
ン
デ
ス
諸

国
の
な
か
で
も
、
と
く
に
先
住
民
人
口
の

多
い
国
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ボ
リ
ビ
ア

高
地
の
宗
教
は
ス
ペ
イ
ン
人
の
侵
略
以
前

か
ら
の
ア
ン
デ
ス
土
着
の
伝
統
的
な
色
彩

の
濃
い
も
の
で
あ
る
、と
私
は
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
タ
リ

ハ
と
い
う
町
の
祭
り
を
見
て
大
き
く
変
わ

っ
た
。
そ
こ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
す
っ

か
り
根
づ
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
祭
礼
が
町

を
あ
げ
て
の
盛
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

　

タ
リ
ハ
は
、
ボ
リ
ビ
ア
の
最
南
端
に
位

置
し
、
標
高
が
約
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、

人
口
が
数
万
ほ
ど
の
小
都
市
で
あ
る
。
こ

の
町
で
、
毎
年
の
九
月
に
数
千
人
も
の
町

の
住
民
が
参
加
し
、
一
カ
月
近
く
に
わ
た

っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
祭
り
が
あ
る
。「
サ

ン・ロ
ケ
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
だ
。
サ
ン・

ロ
ケ
と
は
、
タ
リ
ハ
の
町
に
あ
る
教
会
の

ひ
と
つ
に
安
置
さ
れ
て
い
る
守
護
聖
人
の

こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
祭
り
で
は
こ
の
聖

人
像
を
御
輿
に
の
せ
て
町
の
中
の
教
区
を

ね
り
歩
く
の
だ
。

　

こ
の
と
き
、
お
も
し
ろ
い
楽
器
が
御
輿

を
先
導
す
る
。
そ
れ
が
カ
ー
ニ
ャ
で
あ
る
。

カ
ー
ニ
ャ
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
竹
ま
た
は

竹
に
類
似
し
た
植
物
を
意
味
す
る
。
が
、

タ
リ
ハ
で
カ
ー
ニ
ャ
と
い
え
ば
、
ふ
つ
う

長
さ
が
三
〜
四
メ
ー
ト
ル
の
竹
の
先
端
に

ラ
ッ
パ
を
つ
け
た
、
ど
こ
か
ア
ル
プ
ス
の

ホ
ル
ン
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
笛
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
笛
を
数
十
人
の
男
た
ち
が
手

に
も
ち
、
歩
き
な
が
ら
吹
く
と
「
ブ
ー
ッ

ツ
、
ブ
ッ
ツ
、
ブ
ッ
ツ
。
ブ
ー
ッ
ツ
、
ブ

ッ
ツ
、
ブ
ッ
ツ
」
と
い
う
低
く
て
大
き
な

音
が
道
路
を
は
さ
ん
だ
建
物
に
こ
だ
ま
す

る
。
こ
の
音
は
祭
礼
と
い
う
非
日
常
的
な

雰
囲
気
を
町
中
に
か
も
し
だ
す
と
と
も
に
、

守
護
聖
人
の
威
信
を
高
め
る
た
め
の
も
の

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
カ
ー
ニ
ャ
は
ア
メ
リ
カ
展

示「
祈
る
」の
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
中
で
あ
る
。
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心
の
高
さ
が
展
示
に
も
活
か
さ
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て
い
る
。

　

と
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で
博
物
館
の
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設
の
目
的
と
し

て
、
展
示
の
み
な
ら
ず
、
広
西
で
一
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カ

所
建
設
が
進
め
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て
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る
エ
コ
・

ミ
ュ
ー
ジ
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ム
「
生
態
博
物
館
」
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
生
態
博
物
館
が
基
地
と
な
っ
て
、
民
族

文
化
の
保
護
・
研
究
・
伝
承
・
展
示
を
行

い
、
そ
れ
ら
の
総
合
的
な
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
博
物
館
と

い
う
構
想
は
斬
新
で
あ
り
、
今
後
の
動
向

に
目
が
離
せ
な
い
。

壮族が行事で銅鼓をたたく場面を再現することで楽
器の演奏法を伝える

復原された壮族の高床式住居は中に入ることができる
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「
自
然
の
こ
え
命
の
か
た
ち

―
カ
ナ
ダ
先
住
民
の
生
み

だ
す
美
」

　

カ
ナ
ダ
文
明
博
物
館
の
巡
回
展

「
カ
ナ
ダ
先
住
民
族
」
を
核
と
し
つ

つ
、
民
博
の
研
究
者
が
調
査
・
収
集

し
て
き
た
イ
ヌ
イ
ッ
ト
と
北
西
海

岸
先
住
民
の
版
画
な
ど
の
ア
ー
ト

作
品
を
あ
わ
せ
て
展
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
然
と
生
命
が
一
体
化
す

る
世
界
観
を
も
つ
先
住
民
文
化
の

ユ
ニ
ー
ク
さ
と
す
ば
ら
し
さ
を
紹

介
し
ま
す
。

会
期　
九
月
一
〇
日（
木
）～
一
二
月

八
日（
火
）

会
場　
特
別
展
示
場

企
画
展

「
点
字
の
考
案
者
ル
イ
・
ブ

ラ
イ
ユ
生
誕
二
〇
〇
年
記

念　
…
点
天
展
…
」

会
期　
八
月
一
三
日（
木
）～
一一
月

二
四
日（
火
）

会
場　
常
設
展
示
場
内

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
凸
凹（
d
e
c
o
b
o
c
o
）ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ　
―
大
切
な
人
と
つ
な

が
る
継
手
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
ろ
う
―
」

実
施
日　
八
月
三
〇
日（
日
）

時
間　
一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時

会
場　
第
三
セ
ミ
ナ
ー
室

参
加
費　
五
〇
〇
円
（
材
料
費
・
保

険
代
）

講
師　
M.
Y 
Y
o
k
o
y
a
m
a

点
字
体
験
＆
展
示
資
料
解
説

「
さ
わ
る
文
化
へ
の
招
待

―
点
字
を
触
学
、展
示
で
触
楽
―
」

実
施
日　
八
月
二
二
日（
土
）、
九
月

一二
日（
土
）

時
間　
一一
時
～
一六
時

会
場　
企
画
展
示
場
入
口

参
加
費　
無
料

講
師　
み
ん
ぱ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
＋
全
国
視
覚
障
害
者
情

報
提
供
施
設
協
会

お
問
い
合
わ
せ　
情
報
企
画
課
情
報

企
画
係

電
話　
〇
六
―
六
八
七
八
―
八
五
三
二

（
平
日
九
時
～
一七
時
）

み
ん
ぱ
く
秋
の
遠
足
・
校

外
学
習

事
前
見
学
＆
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催

　

秋
の
遠
足
・
校
外
学
習
に
向
け

て
事
前
見
学
に
来
館
さ
れ
る
学
校

団
体
の
先
生
方
を
対
象
と
し
た
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

実
施
日　
八
月
二
一
日（
金
）、
二
四

日（
月
）、二
五
日（
火
）

時
間　
一
四
時
～
一
七
時
（
随
時
対

応
し
ま
す
）

会
場　
第
五
セ
ミ
ナ
ー
室
ほ
か

参
加
申
し
込
み
方
法

み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参

加
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

広
報
企
画
室
広

報
係

電
話　 

〇
六
―
六
八
七
八
―
八
五
六
〇

　
　
　
（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

◆
み
ん
ぱ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
企
画

「
パ
タ
パ
タ
を
つ
く
ろ
う
！

か
ら
く
り
お
も
ち
ゃ
編
～
」

　
夏
休
み
の
工
作
に
、
か
ら
く
り
お

も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
よ
う
！
テ
ー

プ
を
張
り
合
わ
せ
る
だ
け
で
、
四
つ

の
絵
が
パ
タ
パ
タ
と
音
を
立
て
て

変
わ
る
お
も
ち
ゃ
で
す
。

実
施
日　
八
月
二
三
日
（
日
）

時
間　
①
一
一
時
～
一
二
時

②
一
三
時
～
一
四
時

③
一
四
時
三
〇
分
～
一
五
時
三
〇
分

会
場　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

定
員　

各
回
六
名
（
当
日
受
付
先

着
順
）

◆
夏
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
手
の
ひ
ら
ゲ
ル
を
つ
く
っ

て
み
よ
う
！
」

　
モ
ン
ゴ
ル
の
移
動
式
住
居「
ゲ
ル

（
天
幕
）」。中
央
・
北
ア
ジ
ア
展
示

で「
ゲ
ル
」に
つ
い
て
学
ん
だ
ら
、ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の「
ゲ
ル
」を
自
分
た

ち
の
手
で
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
八
月
八
日（
土
）、九
日（
日
）

一
〇
時
～

会
場　
第
三
セ
ミ
ナ
ー
室
ほ
か

定
員　
各
日
一
五
組（
事
前
申
込
制
）

参
加
費　
一
組
五
〇
〇
円（
材
料
費・

保
険
代
）

参
加
申
し
込
み
方
法　

希
望
日
・
参
加
人
数
・
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
左
記
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、小
学
校
四
年
生
以
下
の
方
は

保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

財
団
法
人
千
里

文
化
財
団

E-m
ail: m

ongol@
senri-f.or.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
六―

六
八
七
八―

三
七
一
六

電
話　
〇
六―

六
八
七
七―

八
八
九
三

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

＊
詳
細
及
び
お
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会場　国立民族学博物館 講堂
時間　13:30～15:00（13:00開場)
定員 450名（当日先着順）
参加費　無料
展示場をご覧になる方は、観覧料が必
要です。

第375回　８月15日（土）
「音盤に聴く東アジア近代音楽史
―日本コロムビア外地録音資料」
講師　福岡正太（文化資源研究センター准教授）

戦前、日本コロムビア社は、上海、台
湾、朝鮮等に向けてレコードを制作販
売していました。現在、民博はその原
盤を所蔵しています。東アジア近代音
楽史をその音溝に刻んだ外地録音資
料の概要をご紹介します。

第376回　9月19日（土）
「イヌイット・アートの世界
―極北からのメッセージ」【特別
展関連】
講師　岸上伸啓（先端人類科学研究部教授）

秋の特別展では、イヌイットの版画を
展示します。イヌイットが制作した版
画や彫刻品を事例としてイヌイット・
アートの誕生から今日にいたるまで
の歴史的展開についてお話しします。

友の会講演会　9月5日（土）
シリーズ「先住民のいま」③
共生の道をさぐる「先住民」
──オーストラリアにて
講師  松山利夫（民族文化研究部教授）
時間●14：00～15：30 （13：30開場）
会場●国立民族学博物館
　　 第５セミナー室
定員●96名（当日先着順、会員証を
　　 　　　ご提示ください）

フェア・トレード・フェア

今月、ショップでは、パレスチナのＮ
ＰＯによる刺繍製品や、東ティモール
産の香り高いコーヒー豆、カンボジア

のシルク製品などのフェア・トレー
ド・グッズを紹介しています。なか
でも、美しいパレスチナ刺繍のバッグ
や小物は今回ショップに初登場。新
しくなった西アジア展示の花嫁衣装
にも見られるパレスチナの伝統刺繍。
そんな母から娘へ伝えられる美しい
技を、ぜひ手に取ってご覧ください。

友の会 みんぱくゼミナール

ミュージアム・ショップ

■廣瀬 浩二郎　著
『さわる文化への招待　
触覚でみる手学問のすすめ』
世界思想社　定価：1,995円（税込）
中途失明した著者
が、見えない人生
の中で気づいた
“豊かな触生活”。旅
行・点字・花見・武
道など、さわって

「みる」楽しさを紹
介し、読者を触文
化の旅へと誘う。
斬新かつユニーク
な触学の入門書。

刊行物紹介

国立民族学博物館 友の会
電話  06 -6877-8893　

ファックス  06 -6878 -3716
電話でのお問い合わせは

月曜～金曜日９時から17時まで
にお願いします。

http://www.senri-f.or.jp/
E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

国立民族学博物館 ミュージアム・ショップ
電話  06 -6876 -3112

ファックス  06 -6876 -0875
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ「World Wide Bazaar」
http://www.senri-f.or.jp/shop/

E-mail shop@senri-f.or.jp

東京講演会　9月13日（日）
海外所蔵のアイヌ民族資料
――先住民博物館をめぐって
講師  小谷凱宣（名古屋大学名誉教授）
先住民をめぐる世界の動向をうけて、
国立のアイヌ民族博物館設立が話題
にのぼっています。しかし、国内の資
料だけでは、アイヌ文化の時代差や
地域差を具体的に展示することは難
しいのです。そこには近代日本の先住
民政策や研究史などがからんでいま
す。国立アメリカ・インディアン博物
館を例にあげて考えます。
時間●14：00～15：30 （13：30開場）
会場●JICA地球ひろば
 セミナールーム202
定員●40名（当日先着順、会員証を
　　　　　　ご提示ください）

■樫永 真佐夫　著
『ベトナム黒タイの祖先祭祀　
家霊簿と系譜認識をめぐる民族誌』
風響社　定価：6,300円（税込）
社会を成形するう
えで、文字文化は
どのような役割を
果たしてきたの
か。ベトナム西北
地方の水稲耕作
民、黒タイを例に、
現地調査の成果
と、系譜文書など
現地文字資料の分
析を統合して迫る。

特
別
展

東京講演会　9月26日（土）
特別展「自然のこえ　命のかたち」関連
カナダ先住民のいま─イヌイッ
トと北西海岸先住民の世界
講師  岸上伸啓（先端人類科学研究部教授）
カナダの約117万人の先住民の大半
は出身地を離れ、伝統的な生活とは
異なる都市生活を営んでいます。ホ
ームランドと都市のそれぞれの生活
の中で、先住民としてのアイデンティ
ティを模索する彼らの様子を、アート
作品に着目して紹介します。
時間●14：00～15：30 （13：30開場）
会場●JICA地球ひろば
 セミナールーム302
定員●60名（当日先着順、会員証を
　　　　　　ご提示ください）

■谷本一之・井上紘一　編
『「渡鴉のアーチ」（1903-2002）  
ジェサップ北太平洋調査を追試検証
する』

（国立民族学博物館調査報告No.82）

■庄司博史　編
『移民とともに変わる地域と国家』
（国立民族学博物館調査報告No.83）
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中  国

●

ネパール

バングラデシュ

カトマンドゥ

ブータン

　

ジ
ェ
ッ
タ
は
、
ネ
パ
ー
ル
語
で
「
長

男
」
を
意
味
す
る
。
彼
の
本
名
は
カ
ン
マ

ル
＝
ダ
ル
ジ
な
の
だ
が
、
村
人
は
み
な
彼

の
こ
と
を
ジ
ェ
ッ
タ
と
呼
ぶ
。

　

ダ
ル
ジ
は
ダ
マ
イ
と
も
い
い
、
服
の
仕

立
て
と
冠
婚
葬
祭
の
さ
い
に
音
楽
を
演
奏

す
る
カ
ー
ス
ト
で
あ
る
。
そ
う
い
う
と
聞

こ
え
は
よ
い
が
、
カ
ー
ス
ト
の
階
層
で
い

う
と
最
下
層
の
、
い
わ
ゆ
る
不
浄
カ
ー
ス

ト
に
属
す
る
。
だ
か
ら
、
彼
は
私
の
住
ん

で
い
た
家
で
服
を
新
調
し
た
り
、
破
れ
た

所
を
繕
う
と
き
に
は
、
家
の
軒
下
に
ミ
シ

ン
を
置
い
て
仕
事
を
す
る
。
不
浄
と
み
な

さ
れ
る
彼
は
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の
家
の
中

に
は
入
れ
て
も
ら
え
な
い
の
で
あ
る
。

●
青
い
布
で
縁
取
ら
れ
た
チ
ョ
ッ
キ

　

私
は
ジ
ェ
ッ
タ
の
仕
事
に
と
て
も
驚
か

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
〇
年
前
、
私
は

お
世
話
に
な
っ
た
羊
飼
い
か
ら
ア
バ
ラ
と

い
う
羊
毛
の
チ
ョ
ッ
キ
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
村
で
は
、
羊
毛
を
織
機
で
織
り
、

洗
っ
て
縮
め
て
フ
ェ
ル
ト
に
加
工
す
る
。

フ
ェ
ル
ト
の
布
ま
で
は
羊
飼
い
の
家
で
作

る
が
、
チ
ョ
ッ
キ
に
加
工
す
る
に
は
さ
ら

に
裁
断・縫
合
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
れ
で

家
の
人
は
、ジ
ェ
ッ
タ
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

フ
ェ
ル
ト
と
は
い
え
、
粗
く
て
硬
い
ネ

パ
ー
ル
原
産
種
の
羊
毛
を
使
う
の
で
、
布

の
厚
さ
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
る
。

さ
す
が
の
ジ
ェ
ッ
タ
で
も
今
回
ば
か
り
は

ミ
シ
ン
を
使
え
ま
い
。
ど
う
考
え
て
も
、

こ
の
厚
さ
で
は
ミ
シ
ン
の
布
を
押
さ
え
る

ス
ト
ッ
パ
ー
を
通
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
私
の
考
え
を
見
透
か
し
た
か
の

よ
う
に
、
ジ
ェ
ッ
タ
は
ミ
シ
ン
の
ス
ト
ッ

パ
ー
を
上
げ
て
縫
い
出
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
ミ
シ
ン
な
ら
で
は
の
技
で
あ
る
。
だ

が
、
布
を
二
枚
重
ね
て
縫
う
の
は
無
理
だ
。

そ
こ
で
彼
は
羊
毛
の
布
の
間
に
、
青
い
布

を
縫
い
こ
み
、
分
厚
い
羊
毛
の
布
を
つ
な

げ
た
。
完
成
し
た
チ
ョ
ッ
キ
に
は
、
布
の

つ
な
ぎ
目
す
べ
て
に
青
い
布
が
あ
て
て
あ

る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
縁
取
り
が
ほ
ど
こ

さ
れ
た
よ
う
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
青
い

布
は
た
ん
な
る
飾
り
で
は
な
く
、
実
用
的

な
機
能
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

●
世
界
に
誇
れ
、
職
人
の
技

　

も
っ
と
も
そ
ん
な
伝
統
的
な
知
識
も
、

近
代
的
な
社
会
の
動
き
に
飲
み
込
ま
れ
そ

う
に
な
っ
て
い
る
。「
出
稼
ぎ
に
行
く
か

ら
パ
ス
ポ
ー
ト
用
の
写
真
を
と
っ
て
く

れ
」。
あ
る
日
、
ジ
ェ
ッ
タ
は
そ
う
言
っ

て
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
た
。
せ
っ
か

く
よ
い
仕
立
て
の
技
術
を
も
っ

て
い
て
も
、
外
国
に
行
け
ば
ど

う
せ
単
な
る
非
熟
練
労
働
者
と

み
な
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

私
は
や
る
せ
な
く
思
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
一
〇
年
が
た
ち
、

結
局
、
ジ
ェ
ッ
タ
は
外
国
に
行

か
な
か
っ
た
。
お
母
さ
ん
が
な
く
な
り
、

彼
は
八
人
兄
弟
が
ひ
し
め
く
母
屋
に
一
家

の
主
と
し
て
移
っ
て
き
た
。
か
わ
り
に
彼

の
弟
が
カ
タ
ー
ル
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
、
つ

い
こ
の
間
村
に
戻
っ
て
き
た
。
弟
は
Ｔ

シ
ャ
ツ
、
Ｇ
パ
ン
、
サ
ン
グ
ラ
ス
の
い
で

た
ち
で
颯さ
っ
そ
う爽

と
現
わ
れ
、
お
み
や
げ
に
は

最
新
の
ス
テ
レ
オ
を
買
っ
て
き
た
。

　

こ
の
一
〇
年
で
村
で
は
海
外
へ
の
出
稼

ぎ
が
普
及
し
た
。
か
つ
て
不
浄
カ
ー
ス
ト

と
蔑
さ
げ
すま
れ
た
彼
ら
で
も
、
他
カ
ー
ス
ト
と

同
様
に
経
済
的
な
蓄
積
が
可
能
に
な
っ
た
。

私
は
そ
れ
が
今
後
彼
ら
の
社
会
的
な
地
位

の
向
上
に
つ
な
が
る
と
、
考
え
て
い
る
。

同
時
に
彼
ら
が
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
や

知
識
に
誇
り
を
も
ち
、
後
世
に
伝
え
て
欲

し
い
と
も
願
っ
て
い
る
。

万国 津 浦々々

渡わ
た
な
べ辺 

和か
ず
ゆ
き之

立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師

民
博 

共
同
研
究
員

専
門
は
環
境
人
類
学
。
ネ
パ
ー
ル
の

羊
飼
い
の
資
源
利
用
を
研
究
し
て
い

る
。
最
近
で
は
、
彼
ら
の
村
の
社
会

変
容
を
調
査
し
て
い
る
。
著
書
に『
羊

飼
い
の
民
族
誌
』（
明
石
書
店
、
二
〇

〇
九
年
）。

ジ
ェ
ッ
タ
＝
ダ
ル
ジ
の
仕
立
て
の
技
術

ジェッタの家族〈1998年〉

　

普
段
は
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
若
い
世

代
の
同
族
た
ち
と
話
し
合
う
。
そ
れ
も
大

阪
で
、
と
い
う
珍
し
い
経
験
を
し
た
。

　

三
月
二
五
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
、

北
海
道
そ
し
て
東
京
に
く
ら
す
若
手
の
ア

イ
ヌ
民
族
一
二
名
が
、
大
阪
に
集
結
し
た
。

民
博
で
開
催
さ
れ
た
「
先
住
民
族
と
し
て

の
若
手
ア
イ
ヌ
の
会
」
に
集
ま
っ
た
面
々

は
、
二
〇
歳
か
ら
四
〇
代
ま
で
、
出
身
地

も
活
動
内
容
も
多
様
な
人
び
と
で
あ
る
。

●
大
阪
に
も
ア
イ
ヌ
文
化
の
基
点
が

　

北
海
道
か
ら
は
、
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会

（
現
ア
イ
ヌ
協
会
）
関
係
者
や
、
平び
ら
と
り取
町

出
身
の
川
上
将
史
さ
ん
（
北
海
道
大
学
ア

イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
）
、
そ
し

て
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
で
研
修
中
の
川
村

こ
の
み
さ
ん
（
札
幌
市
出
身
）
、
そ
し
て

私
の
六
名
が
参
加
し
た
。
川
上
さ
ん
、
川

村
さ
ん
は
研
究
者
的
な
志
向
を
も
ち
つ
つ
、

芸
能
や
祭
礼
の
担
い
手
と
し
て
も
研
鑽
を

つ
ん
で
い
る
、
期
待
の
若
手
だ
。
今
回
の

討
議
の
な
か
で
も
、
現
在
の
学
習
と
、
将

来
の
希
望
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。

　

東
京
か
ら
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
・
ア
イ
ヌ
レ
ブ
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー

酒
井
厚
司
さ
ん
、
芳
野
省
吾
さ
ん
、
館
下

直
子
さ
ん
（
い
ず
れ
も
帯
広
市
出
身
）、

ア
イ
ヌ
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
木
原
仁
美

さ
ん
ら
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
知
人
で

大
阪
在
住
の
ア
イ
ヌ
民
族
女
性
、
藤
戸
裕

子
さ
ん
（
阿
寒
出
身
）
も
出
席
し
た
。

　

藤
戸
さ
ん
は
大
阪
で
「
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ

ｎ
ａ
の
会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、

ア
イ
ヌ
の
歌
や
手
工
芸
を
広
め
る
活
動
を

展
開
中
だ
と
い
う
。
私
の
知
る
限
り
大
阪

で
は
初
の
試
み
だ
。
ア
イ
ヌ
文
化
普
及
の

基
点
が
全
国
に
で
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。

　

簡
単
な
自
己
紹
介
の
後
は
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
形
式
で
、

参
加
者
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
た
。
な
に
し
ろ
、
初
め
て
顔
を
合

わ
せ
る
人
も
多
く
、
仮
に
知
人
で
あ
っ
て

も
「
ア
イ
ヌ
と
は
」
と
い
っ
た
話
に
ま
で

及
ぶ
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
ま
ず
は
、

互
い
の
経
験
や
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と

に
時
間
を
か
け
た
。

●
「
ア
イ
ヌ
同
士
の
差
別
」
へ
の
危
惧

　

話
の
流
れ
か
ら
、
館
下
さ
ん
が
自
身
の

経
験
し
た
深
刻
な
差
別
体
験
を
語
る
場
面

が
あ
っ
た
。
他
の
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ

が
現
代
の
話
と
は
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
な

い
」
と
、
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
せ
な
い
反
応
も

あ
っ
た
。「
差
別
は
あ
る
か
」
と
い
う
話

題
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、反
応
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
性
格
や
容
貌
な
ど
個
人
の
事

情
ば
か
り
で
な
く
、
過
ご
し
て
き
た
環
境

や
男
女
と
い
っ
た
立
場
に
よ
っ
て
、
同
じ

体
験
を
し
て
も
受
け
止
め
方
は
異
な
る
。

　

川
村
さ
ん
か
ら
は
ア
イ
ヌ
同
士
の
差
別

と
い
う
話
題
も
で
た
。
私
な
り
に
彼
女
の

意
図
を
汲
め
ば
、「
ア
イ
ヌ
ら
し
さ
」
が

再
評
価
さ
れ
て
く
る
な
か
で
、「
ア
イ
ヌ

的
」容
姿
や「
伝
統
文
化
」の
知
識
、あ
る

い
は
コ
ネ
を
も
た
な
い
ア
イ
ヌ
は
排
除
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

私
も
皮
肉
に
感
じ
て
い
る
問
題
だ
が
、
注

意
し
な
け
れ
ば
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

今
回
の
集
ま
り
で

は
、こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ

プ
の
実
感
が
、
も
っ

と
も
重
要
な
成
果

だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
昨
年
か
ら
全
国

組
織
化
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、
具
体
的
な

検
討
も
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
で

「
誰
が
ア
イ
ヌ
の
声

を
代
表
し
得
る
の

か
」
と
い
う
問
題
が

再
認
識
で
き
た
こ
と

は
幸
い
だ
っ
た
。

北き
た
は
ら原 

次じ
ろ
う
た

郎
太

財
団
法
人
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館

学
芸
員

樺
太
を
中
心
に
ア
イ
ヌ
の
精
神
文
化
、

物
質
文
化
に
関
心
を
も
つ
。二
〇
〇
八

年
か
ら
、
口
承
文
芸
を
デ
ジ
タ
ル
絵

本
化
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
作
業
に
取

り
組
む
。

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｐ 

Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｕ 

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｒ 

大
阪 

Ｏ
Ｒ 

Ｔ
Ａ 

Ｕ
Ｗ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ

若
い
ア
イ
ヌ
た
ち
大
阪
に
集
う

羊毛のチョッキを仕立てるジェッタ。
縁取りの青い布を縫い付けている討議の様子 主催者側から田村副館長による挨拶
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●
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ジ
ェ
ッ
タ
は
、
ネ
パ
ー
ル
語
で
「
長

男
」
を
意
味
す
る
。
彼
の
本
名
は
カ
ン
マ

ル
＝
ダ
ル
ジ
な
の
だ
が
、
村
人
は
み
な
彼

の
こ
と
を
ジ
ェ
ッ
タ
と
呼
ぶ
。

　

ダ
ル
ジ
は
ダ
マ
イ
と
も
い
い
、
服
の
仕

立
て
と
冠
婚
葬
祭
の
さ
い
に
音
楽
を
演
奏

す
る
カ
ー
ス
ト
で
あ
る
。
そ
う
い
う
と
聞

こ
え
は
よ
い
が
、
カ
ー
ス
ト
の
階
層
で
い

う
と
最
下
層
の
、
い
わ
ゆ
る
不
浄
カ
ー
ス

ト
に
属
す
る
。
だ
か
ら
、
彼
は
私
の
住
ん

で
い
た
家
で
服
を
新
調
し
た
り
、
破
れ
た

所
を
繕
う
と
き
に
は
、
家
の
軒
下
に
ミ
シ

ン
を
置
い
て
仕
事
を
す
る
。
不
浄
と
み
な

さ
れ
る
彼
は
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の
家
の
中

に
は
入
れ
て
も
ら
え
な
い
の
で
あ
る
。

●
青
い
布
で
縁
取
ら
れ
た
チ
ョ
ッ
キ

　

私
は
ジ
ェ
ッ
タ
の
仕
事
に
と
て
も
驚
か

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
〇
年
前
、
私
は

お
世
話
に
な
っ
た
羊
飼
い
か
ら
ア
バ
ラ
と

い
う
羊
毛
の
チ
ョ
ッ
キ
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
村
で
は
、
羊
毛
を
織
機
で
織
り
、

洗
っ
て
縮
め
て
フ
ェ
ル
ト
に
加
工
す
る
。

フ
ェ
ル
ト
の
布
ま
で
は
羊
飼
い
の
家
で
作

る
が
、
チ
ョ
ッ
キ
に
加
工
す
る
に
は
さ
ら

に
裁
断・縫
合
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
れ
で

家
の
人
は
、ジ
ェ
ッ
タ
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

フ
ェ
ル
ト
と
は
い
え
、
粗
く
て
硬
い
ネ

パ
ー
ル
原
産
種
の
羊
毛
を
使
う
の
で
、
布

の
厚
さ
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
る
。

さ
す
が
の
ジ
ェ
ッ
タ
で
も
今
回
ば
か
り
は

ミ
シ
ン
を
使
え
ま
い
。
ど
う
考
え
て
も
、

こ
の
厚
さ
で
は
ミ
シ
ン
の
布
を
押
さ
え
る

ス
ト
ッ
パ
ー
を
通
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
私
の
考
え
を
見
透
か
し
た
か
の

よ
う
に
、
ジ
ェ
ッ
タ
は
ミ
シ
ン
の
ス
ト
ッ

パ
ー
を
上
げ
て
縫
い
出
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
ミ
シ
ン
な
ら
で
は
の
技
で
あ
る
。
だ

が
、
布
を
二
枚
重
ね
て
縫
う
の
は
無
理
だ
。

そ
こ
で
彼
は
羊
毛
の
布
の
間
に
、
青
い
布

を
縫
い
こ
み
、
分
厚
い
羊
毛
の
布
を
つ
な

げ
た
。
完
成
し
た
チ
ョ
ッ
キ
に
は
、
布
の

つ
な
ぎ
目
す
べ
て
に
青
い
布
が
あ
て
て
あ

る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
縁
取
り
が
ほ
ど
こ

さ
れ
た
よ
う
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
青
い

布
は
た
ん
な
る
飾
り
で
は
な
く
、
実
用
的

な
機
能
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

●
世
界
に
誇
れ
、
職
人
の
技

　

も
っ
と
も
そ
ん
な
伝
統
的
な
知
識
も
、

近
代
的
な
社
会
の
動
き
に
飲
み
込
ま
れ
そ

う
に
な
っ
て
い
る
。「
出
稼
ぎ
に
行
く
か

ら
パ
ス
ポ
ー
ト
用
の
写
真
を
と
っ
て
く

れ
」。
あ
る
日
、
ジ
ェ
ッ
タ
は
そ
う
言
っ

て
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
た
。
せ
っ
か

く
よ
い
仕
立
て
の
技
術
を
も
っ

て
い
て
も
、
外
国
に
行
け
ば
ど

う
せ
単
な
る
非
熟
練
労
働
者
と

み
な
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

私
は
や
る
せ
な
く
思
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
一
〇
年
が
た
ち
、

結
局
、
ジ
ェ
ッ
タ
は
外
国
に
行

か
な
か
っ
た
。
お
母
さ
ん
が
な
く
な
り
、

彼
は
八
人
兄
弟
が
ひ
し
め
く
母
屋
に
一
家

の
主
と
し
て
移
っ
て
き
た
。
か
わ
り
に
彼

の
弟
が
カ
タ
ー
ル
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
、
つ

い
こ
の
間
村
に
戻
っ
て
き
た
。
弟
は
Ｔ

シ
ャ
ツ
、
Ｇ
パ
ン
、
サ
ン
グ
ラ
ス
の
い
で

た
ち
で
颯さ
っ
そ
う爽

と
現
わ
れ
、
お
み
や
げ
に
は

最
新
の
ス
テ
レ
オ
を
買
っ
て
き
た
。

　

こ
の
一
〇
年
で
村
で
は
海
外
へ
の
出
稼

ぎ
が
普
及
し
た
。
か
つ
て
不
浄
カ
ー
ス
ト

と
蔑
さ
げ
すま
れ
た
彼
ら
で
も
、
他
カ
ー
ス
ト
と

同
様
に
経
済
的
な
蓄
積
が
可
能
に
な
っ
た
。

私
は
そ
れ
が
今
後
彼
ら
の
社
会
的
な
地
位

の
向
上
に
つ
な
が
る
と
、
考
え
て
い
る
。

同
時
に
彼
ら
が
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
や

知
識
に
誇
り
を
も
ち
、
後
世
に
伝
え
て
欲

し
い
と
も
願
っ
て
い
る
。

万国 津 浦々々

渡わ
た
な
べ辺 

和か
ず
ゆ
き之

立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師

民
博 

共
同
研
究
員

専
門
は
環
境
人
類
学
。
ネ
パ
ー
ル
の

羊
飼
い
の
資
源
利
用
を
研
究
し
て
い

る
。
最
近
で
は
、
彼
ら
の
村
の
社
会

変
容
を
調
査
し
て
い
る
。
著
書
に『
羊

飼
い
の
民
族
誌
』（
明
石
書
店
、
二
〇

〇
九
年
）。

ジ
ェ
ッ
タ
＝
ダ
ル
ジ
の
仕
立
て
の
技
術

ジェッタの家族〈1998年〉

　

普
段
は
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
若
い
世

代
の
同
族
た
ち
と
話
し
合
う
。
そ
れ
も
大

阪
で
、
と
い
う
珍
し
い
経
験
を
し
た
。

　

三
月
二
五
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
、

北
海
道
そ
し
て
東
京
に
く
ら
す
若
手
の
ア

イ
ヌ
民
族
一
二
名
が
、
大
阪
に
集
結
し
た
。

民
博
で
開
催
さ
れ
た
「
先
住
民
族
と
し
て

の
若
手
ア
イ
ヌ
の
会
」
に
集
ま
っ
た
面
々

は
、
二
〇
歳
か
ら
四
〇
代
ま
で
、
出
身
地

も
活
動
内
容
も
多
様
な
人
び
と
で
あ
る
。

●
大
阪
に
も
ア
イ
ヌ
文
化
の
基
点
が

　

北
海
道
か
ら
は
、
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会

（
現
ア
イ
ヌ
協
会
）
関
係
者
や
、
平び
ら
と
り取
町

出
身
の
川
上
将
史
さ
ん
（
北
海
道
大
学
ア

イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
）
、
そ
し

て
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
で
研
修
中
の
川
村

こ
の
み
さ
ん
（
札
幌
市
出
身
）
、
そ
し
て

私
の
六
名
が
参
加
し
た
。
川
上
さ
ん
、
川

村
さ
ん
は
研
究
者
的
な
志
向
を
も
ち
つ
つ
、

芸
能
や
祭
礼
の
担
い
手
と
し
て
も
研
鑽
を

つ
ん
で
い
る
、
期
待
の
若
手
だ
。
今
回
の

討
議
の
な
か
で
も
、
現
在
の
学
習
と
、
将

来
の
希
望
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。

　

東
京
か
ら
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ

ル
ー
プ
・
ア
イ
ヌ
レ
ブ
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー

酒
井
厚
司
さ
ん
、
芳
野
省
吾
さ
ん
、
館
下

直
子
さ
ん
（
い
ず
れ
も
帯
広
市
出
身
）、

ア
イ
ヌ
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
木
原
仁
美

さ
ん
ら
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
知
人
で

大
阪
在
住
の
ア
イ
ヌ
民
族
女
性
、
藤
戸
裕

子
さ
ん
（
阿
寒
出
身
）
も
出
席
し
た
。

　

藤
戸
さ
ん
は
大
阪
で
「
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ

ｎ
ａ
の
会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、

ア
イ
ヌ
の
歌
や
手
工
芸
を
広
め
る
活
動
を

展
開
中
だ
と
い
う
。
私
の
知
る
限
り
大
阪

で
は
初
の
試
み
だ
。
ア
イ
ヌ
文
化
普
及
の

基
点
が
全
国
に
で
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。

　

簡
単
な
自
己
紹
介
の
後
は
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
形
式
で
、

参
加
者
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
た
。
な
に
し
ろ
、
初
め
て
顔
を
合

わ
せ
る
人
も
多
く
、
仮
に
知
人
で
あ
っ
て

も
「
ア
イ
ヌ
と
は
」
と
い
っ
た
話
に
ま
で

及
ぶ
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
ま
ず
は
、

互
い
の
経
験
や
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と

に
時
間
を
か
け
た
。

●
「
ア
イ
ヌ
同
士
の
差
別
」
へ
の
危
惧

　

話
の
流
れ
か
ら
、
館
下
さ
ん
が
自
身
の

経
験
し
た
深
刻
な
差
別
体
験
を
語
る
場
面

が
あ
っ
た
。
他
の
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ

が
現
代
の
話
と
は
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
な

い
」
と
、
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
せ
な
い
反
応
も

あ
っ
た
。「
差
別
は
あ
る
か
」
と
い
う
話

題
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、反
応
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
性
格
や
容
貌
な
ど
個
人
の
事

情
ば
か
り
で
な
く
、
過
ご
し
て
き
た
環
境

や
男
女
と
い
っ
た
立
場
に
よ
っ
て
、
同
じ

体
験
を
し
て
も
受
け
止
め
方
は
異
な
る
。

　

川
村
さ
ん
か
ら
は
ア
イ
ヌ
同
士
の
差
別

と
い
う
話
題
も
で
た
。
私
な
り
に
彼
女
の

意
図
を
汲
め
ば
、「
ア
イ
ヌ
ら
し
さ
」
が

再
評
価
さ
れ
て
く
る
な
か
で
、「
ア
イ
ヌ

的
」容
姿
や「
伝
統
文
化
」の
知
識
、あ
る

い
は
コ
ネ
を
も
た
な
い
ア
イ
ヌ
は
排
除
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

私
も
皮
肉
に
感
じ
て
い
る
問
題
だ
が
、
注

意
し
な
け
れ
ば
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

今
回
の
集
ま
り
で

は
、こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ

プ
の
実
感
が
、
も
っ

と
も
重
要
な
成
果

だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
昨
年
か
ら
全
国

組
織
化
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、
具
体
的
な

検
討
も
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
で

「
誰
が
ア
イ
ヌ
の
声

を
代
表
し
得
る
の

か
」
と
い
う
問
題
が

再
認
識
で
き
た
こ
と

は
幸
い
だ
っ
た
。

北き
た
は
ら原 

次じ
ろ
う
た

郎
太

財
団
法
人
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館

学
芸
員

樺
太
を
中
心
に
ア
イ
ヌ
の
精
神
文
化
、

物
質
文
化
に
関
心
を
も
つ
。二
〇
〇
八

年
か
ら
、
口
承
文
芸
を
デ
ジ
タ
ル
絵

本
化
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
作
業
に
取

り
組
む
。

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｐ 

Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｕ 

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｒ 

大
阪 

Ｏ
Ｒ 

Ｔ
Ａ 

Ｕ
Ｗ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ

若
い
ア
イ
ヌ
た
ち
大
阪
に
集
う

羊毛のチョッキを仕立てるジェッタ。
縁取りの青い布を縫い付けている討議の様子 主催者側から田村副館長による挨拶
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庄し
ょ
う
じ司 

博ひ
ろ

史し　
　

民
博 

民
族
社
会
研
究
部

言
語
学
・
言
語
政
策
論
。
二
〇
〇
四
年
に
特
別
展

「
多
み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
」
を
企
画
し
た
。
近
年
は
移
民

言
語
や
多
民
族
化
の
諸
現
象
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
。

共
・
編
著
書
に
『
多
み
ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
』（
二
〇
〇
四

年
）『
事
典　
日
本
の
多
言
語
社
会
』（
二
〇
〇
五
年
）

な
ど
。

　

二
〇
〇
九
年
六
月
二
八
日
、
神
戸
の
旧

神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー
で
、
在
日
ブ
ラ
ジ
ル

人
の
春
の
祭
り
「
フ
ェ
ス
タ
・
ジ
ュ
ニ
ー

ナ
」
が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
し
た
の
は
関

西
ブ
ラ
ジ
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
Ｃ
Ｂ
Ｋ
）

で
あ
る
。
一
九
九
四
年
よ
り
例
年
開
催
し

て
い
る
が
、
今
年
は
ほ
ぼ
五
〇
〇
人
も
の

参
加
が
あ
り
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

Ｃ
Ｂ
Ｋ
が
現
在
活
動
の
拠
点
を
お
く

「
旧
神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー
」（
一
九
二
八
年

設
立
）
は
、
か
つ
て
神
戸
港
か
ら
移
民
と

し
て
南
米
に
向
け
て
出
発
し
た
人
び
と
が
、

渡
航
の
準
備
の
た
め
最
後
の
数
日
を
す
ご

し
た
施
設
で
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
子

孫
に
と
っ
て
は
縁
の
深
い
建
物
で
あ
る
。

現
在
は
神
戸
市
の
管
理
下
で
、
海
外
移
住

と
文
化
の
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
改
装
さ

れ
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
中
心
と
す
る
日
系

移
民
の
歴
史
資
料
を
展
示
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｂ
Ｋ
の
設
立
者
、
松
原
マ
リ
ナ
さ
ん

が
、
父
の
祖
国
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
一
九

八
八
年
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
日
本
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
な
る
夫
、

ネ
ル
ソ
ン
勝
さ
ん
の
同
伴
者
と
し
て
来
日

し
た
。
神
戸
に
移
り
住
ん
だ
松
原
マ
リ
ナ

さ
ん
は
、
一
九
九
九
年
、
神
戸
長
田
区
の

「
た
か
と
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

を
拠
点
に
活
動
す
る
ワ
ー
ル
ド
キ
ッ
ズ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通
じ
て
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル

人
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
支
援
や
ブ
ラ

ジ
ル
人
の
生
活
相
談
に
か
か
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
兵
庫
県
で
も

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
移
民
労
働
者
の
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
と
ば
や
教
育
の
問
題
に
直
面

し
は
じ
め
て
い
た
。
日
本
語
が
十
分
で
き

な
い
た
め
に
授
業
に
つ
い
て
い
け
ず
、
両

親
は
子
ど
も
の
学
校
と
の
連
絡
に
さ
え
不

自
由
し
て
い
た
。
同
年
代
の
子
ど
も
を
二

人
抱
え
て
い
た
松
原
さ
ん
に
と
っ
て
決
し

て
人
ご
と
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
語
の
能

力
不
足
は
、
生
活
情
報
の
不
足
を
意
味
し
、

医
療
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

な
ど
の
問
題
も
起
こ
し
て
い
た
。
毎
日
の

労
働
に
追
わ
れ
る
一
方
で
、
自
分
た
ち
の

生
活
圏
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
ブ
ラ
ジ
ル

人
は
、
社
会
と
の
接
点
が
希
薄
で
あ
っ
た
。

　

在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
へ
の
支
援
活
動
に
か

か
わ
り
は
じ
め
た
松
原
さ
ん
は
、
関
西
に

お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
支
援
組
織
の
必
要
性

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
、

松
原
さ
ん
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
Ｃ
Ｂ
Ｋ

は
、
独
立
と
と
も
に
神
戸
の
町
を
み
わ
た

す
高
台
に
あ
る
旧
神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー
に

移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
来
、
ポ
ル
ト
ガ

の
湖
西
、
湖
南
地
域
を
の
ぞ
け
ば
、
近
隣

に
集
住
地
域
が
な
く
、
大
き
な
組
織
づ
く

り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
必
要
は
な

か
っ
た
。
一
方
、
Ｃ
Ｂ
Ｋ
の
活
動
は
地
域

的
に
分
散
し
、
多
様
な
生
活
基
盤
を
も
つ

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
経
済
や
生
活
支
援
に
あ
ま

り
重
点
を
お
い
て
い
な
い
。
そ
の
分
、ブ

ラ
ジ
ル
人
、と
く
に
子
ど
も
た
ち
の
言

語
・
文
化
活
動
支
援
や
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
日

本
人
と
の
交
流
を
重
視
し
て
き
た
。

　

日
系
を
中
心
と
す
る
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人

の
多
く
は
、
来
日
以
来
す
で
に
一
五
年
近

く
を
経
過
し
た
。
幼
少
の
こ
ろ
来
日
し
た

子
ど
も
の
多
く
が
成
人
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル

人
集
住
地
と
異
な
り
、
日
本
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
日
本
の
学
校
に

通
い
、
日
本
語
環
境
で
育
っ
た
た
め
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。
一

時
と
異
な
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
帰
国
で
は

な
く
、
日
本
定
住
の
道
を
選
択
し
た
人
び

と
は
め
ず
ら
し
く
な
い
。

　

か
と
い
っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
日
本
人

に
同
化
し
、
日
本
社
会
に
す
ん
な
り
融
合

す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
も

彼
ら
へ
の
支
援
は
必
要
で
あ
ろ
う
、
ブ
ラ

ジ
ル
人
の
少
な
い
こ
の
地
で
は
。
ブ
ラ
ジ

ル
へ
渡
っ
た
日
系
移
民
が
何
十
年
も
祖
国

を
思
い
、
文
化
や
こ
と
ば
を
受
け
つ
い
で

き
た
よ
う
に
、
い
ま
の
日
本
に
は
ブ
ラ
ジ

ル
の
こ
と
ば
や
文
化
を
身
に
つ
け
、
ブ
ラ

ジ
ル
を
祖
国
と
お
も
う
人
び
と
が
い
る
。

　

松
原
さ
ん
は
い
う
。「
関
西
の
在
日
ブ
ラ

ジ
ル
人
に
と
っ
て
、
年
に
数
回
で
も
仲
間

と
集
い
、
ボ
ル
ト
ガ
ル
語
で
語
り
あ
う
場

が
あ
る
こ
と
だ
け
で
も
大
き
な
安
ら
ぎ
で

す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
を
学
ぶ
こ
と
だ
け
で
も
」。
た
と

え
少
し
で
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学
ぶ
こ

と
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇

り
を
た
も
つ
う
え
で
欠
か
せ
な
い
と
い
う
。

事
実
、
ブ
ラ
ジ
ル
語
教
室
に
通
い
、
自
信

を
も
っ
た
子
ど
も
の
一
人
が
京
都
外
国
語

大
学
で
ブ
ラ
ジ
ル
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
専
攻

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
み
ん
な

の
大
き
な
励
み
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
春
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇

〇
周
年
記
念
行
事
が
神
戸
市
内
で
数
週
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
の
べ
一
万
人
が

訪
れ
た
。
こ
の
あ
と
、
Ｃ
Ｂ
Ｋ
の
行
事
へ

の
参
加
者
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
日
本
人
と
も

に
急
増
し
て
い
る
。
旧
神
戸
移
住
セ
ン

タ
ー
の
改
装
が
大
き
く
報
道
さ
れ
た
こ
と

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
交
流
の
場
づ
く
り

関
西
ブ
ラ
ジ
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
関
係
が
あ
ろ
う
。
理
由
は
ど
う
で
あ
れ
、

ブ
ラ
ジ
ル
人
と
の
交
流
活
動
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア・ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
わ
る
人
も
そ

れ
に
つ
れ
増
え
、
三
十
数
名
に
な
っ
た
。

「
不
況
の
真
っ
た
だ
中
で
す
が
、
少
し
で

も
多
く
の
地
域
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
市
民
を

取
り
込
ん
だ
交
流
の
場
を
め
ざ
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
日
本
社
会
の
、
地
域
の
一
員

と
し
て
活
躍
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
増
や
す

こ
と
が
目
的
で
す
」
。
そ
う
い
う
松
原
さ

ん
の
楽
観
的
な
展
望
こ
そ
が
Ｃ
Ｂ
Ｋ
の
発

展
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

関
西
に
お
け
る
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
関
東
や
東
海
地
方
に
比
べ
圧
倒
的
に
少
な

い
。関
西
ブ
ラ
ジ
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
そ
ん
な
彼
ら
と
と
も
に
す
で
に一
〇
年
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
続
け
て
き
た
。そ
こ
に
は
メ
ン
バ
ー
が
少
数
で
分
散
す
る
が

故
の
活
動
の
必
要
性
が
あ
っ
た

ル
語
に
よ
る
電
話
相
談
の
ほ
か
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
室
、
フ
ッ
ト

サ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
た
フ
ェ
ス
タ
・
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
の
開
催

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
携
わ
っ
て
き

た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
録

も
完
了
し
た
。

　

設
立
以
来
ま
も
な
く
一
〇
年
を
迎
え
る

Ｃ
Ｂ
Ｋ
だ
が
、
決
し
て
大
き
な
組
織
で
は

な
く
、
派
手
な
活
動
も
し
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
今
日
ま
で
活
動
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
理
由
は
な
に
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

「
ひ
と
つ
は
、
無
理
を
せ
ず
、
地
域
の
ブ

ラ
ジ
ル
人
の
規
模
と
需
要
に
沿
っ
た
活
動

を
め
ざ
し
て
き
た
か
ら
で
は
」
と
松
原
さ

ん
は
い
う
。
関
西
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
、
数

の
う
え
で
は
決
し
て
多
く
な
い
。
滋
賀
県

今
後
の
Ｃ
Ｂ
Ｋ
の
役
割

今年6月3日、海外移住と文化の交流センターとして新装開館した旧神戸移住セ
ンター。ＣＢＫはこの3階に置かれている

地
域
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
さ
さ
え
て

多
文
化
を

さ
さ
え
る

人
び
と

◉「関西ブラジル人コミュニティ」 http://www16.ocn.ne.jp/~cbk.bras/

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
始
ま
り

松原マリナ、ネルソン勝夫妻。在日ブラジル人のさまざまな
催しに長年にわたり貢献してきた

ポルトガル語教室。子どもたちの母語は日本語になっ
たが、家族やブラジルとの紐帯としてポルトガル語を
学ばせたい親は多い

フェスタ・ジュニーナ（6月祭）。農民の恰好でダンスをし、思う
存分たのしむブラジルの伝統は日本でも引き継がれている

ブラジル移民100周年にあたる2008年、神戸市のポートアイランドで大規模な記念祭が催された
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佐さ

さ

き々木 

利と
し
か
ず和　

　

民
博　
先
端
人
類
科
学
研
究
部

ア
イ
ヌ
の
民
族
誌
を
通
時
的
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

動物としての「オットセイ」については、本誌
2007年9月号に興味深い記事がありました。
この海獣はしかし、別なところでも面白いのです

生きもの博物誌

強壮の生薬として
珍重された獣

〈オットセイ〉

「
お
っ
と
せ
い
」
あ
る
い
は
「
オ
ッ
ト
セ

イ
」
と
い
う
動
物
。
ご
存
じ
で
す
よ
ね
。

動
物
園
や
水
族
館
で
大
き
な
毬
を
鼻
に
乗

せ
て
い
る
姿
を
連
想
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
し
（
ほ
ん
と
は
ち
が
う

の
で
す
け
ど
ね
）、
あ
る
い
は
ハ
ー
レ
ム

を
作
る
動
物
と
し
て
の
ほ
う
が
良
く
知
ら

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
毛
皮

獣
と
し
て
も
有
名
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
「
お
っ
と
せ
い
」
で
す
が
、

ど
ん
な
言
葉
に
由
来
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
。
英
語
？　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

ロ
シ
ア
語
で
も
な
さ
そ
う
で
す
。
そ
う
な

ん
で
す
。
こ
れ
は
日
本
語
な
ん
で
す
ね
。

　

も
の
の
本
に
よ
り
ま
す
と
、
日
本
で
は

寛
永
一
五（
一
六
三
八
）年
刊
の『
俳
諧
毛

吹
草
』
に
出
て
く
る
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

江
戸
時
代
に
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
動

物
で
す
ね
。
有
名
な『
本
朝
食
鑑
』に「
膃

肭
臍　

釈
名
俗
訓
乙
土
世
伊

0

0

0

0

」
と
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、「
お
っ
と
せ
い
」
は
本
来

「
膃
肭
臍
」
と
書
い
て
い
た
の
で
す
。
読

み
は
「
お
っ
と
せ
い
」の
ほ
か
に「
お
っ
と

さ
い
」
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。
当
然

「
臍
」
の
読
み
で
す
ね
。

　

明
の
李
時
珍
が
あ
ら
わ
し
た
『
本
草
綱

目
』
獣
部
第
五
十
一
巻
に
は
「
膃
肭
」
獣

と
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
み
は
「
お
っ

と
つ
」で
す
。
異
名
で「
海
狗
腎
」と
も
い

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
小
野
蘭
山
著
『
本
草
綱
目
啓

蒙
』
で
の
解
説
に
よ
っ
て
み
ま
す
と
「
膃

肭
ハ
獣
ノ
名
、
外
腎
ヲ
用
ユ
ル
ニ
臍
ヲ
連

ネ
ト
ル
、
故
ニ
膃
肭
臍
ト
云
」
と
あ
り

「
本
邦
（
日
本
の
こ
と
）
ニ
テ
直
ニ
ヲ
ツ

ト
セ
イ
ヲ
獣
ノ
名
ト
ス
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
」

と
つ
づ
き
ま
す
。
膃
肭
臍
は
膃
肭
と
い
う

獣
の
外
腎
（
腎
は
五
臓
の
一
、
内
腎
と
外

腎
が
あ
る
と
さ
れ
る
）
で
あ
っ
て
、
動
物

の
名
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
「
お
っ
と
せ
い
」
の
獣
名

は
「
お
っ
と
つ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
日
本
に
は
「
臘
虎
膃
肭
獣
猟
獲
取

締
法
」と
い
う
の
が
あ
り
、こ
れ
は「
ら
っ

こ・お
っ
と
せ
い
り
ょ
う
か
く
と
り
し
ま

り
ほ
う
」
と
読
む
よ
う
で
す
が
、「
ら
っ

こ・お
っ
と
つ
じ
ゅ
う
…
」
と
す
る
ほ
う

が
い
い
よ
う
で
す
。）

　

さ
て
、「
お
っ
と
せ
い
」
で
す
が
、
そ

の
外
腎
（
す
な
わ
ち
膃
肭
臍
）
は
強
壮

の
生
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
っ
と
せ
い
」
は
北
太
平
洋
や

ベ
ー
リ
ン
グ
海
に
繁
殖
地
を
有
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
近
海
に
は

樺
太
島
南
端
の
ロ
ベ
ン
島
（
海

豹
島
）
に
繁
殖
地
を
も
つ
「
お
っ

と
せ
い
」
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
い

に
南
下
し
て
多
く
は
北
海
道
の

噴
火
湾
に
は
い
り
、
一
部
が
奥

尻
島
沖
へ
回
遊
し
ま
す
が
、
な

か
に
は
千
葉
県
沖
に
い
た
る
も
の
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

で
、「
膃
肭
」
と
い
う
こ
と
ば
で
す
が
、

金
田
一
京
助
氏
に
よ
り
ま
す
と
、
も
と
も

と
ア
イ
ヌ
語
の
オ
ン
ネ
ッ
プ（onnep

）が

日
本
語
に
入
っ
て
ウ
ネ
ウ（unew

）と
訛

り
、
そ
れ
が
長
崎
を
経
て
中
国
に
は
い
っ

て
膃
肭
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
オ
ン
ネ
ッ
プ
が
音
訳

さ
れ
て
膃
肭
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

金
田
一
氏
は
中
国
語
で
は
「
ウ
ン
ネ
ウ

で
あ
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
い
ま
す
（『
金

田
一
京
助
全
集
』
六
）。
同
僚
の
韓
敏
准

教
授
に
う
か
が
う
と
、
こ
の
文
字
は
現
代

の
こ
と
ば
で
はw

ànà

と
発
音
さ
れ
る
と

の
こ
と
。
な
ん
と
な
く
オ
ン
ネ
ッ
プ
や
ウ

ン
ネ
ウ
を
彷
彿
し
ま
せ
ん
か
。

　

中
国
で
膃
肭
臍
が
生
薬
と
な
り
、『
本

草
綱
目
』に
記
載
さ
れ
、そ
れ
が
日
本
の
本

草
家
の
バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
、
日
本
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
本
に
引

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
商
人

た
ち
の
取
引
の
対
象
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
ロ
ベ
ン
島
の「
お
っ
と
せ

い
」
で
す
が
噴
火
湾
に
回
遊
す
る
と
書
き

ま
し
た
が
、
一
一
月
か
ら
一
二
月
が
最
大

数
に
達
し
ま
す
。

　

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
な
か
ば
に
か

け
て
、
こ
の
「
お
っ
と
せ
い
」
を
め
ぐ
っ

て
噴
火
湾
の
ア
イ
ヌ
の
人
び
と

は
海
上
に
猟
に
出
ま
す
。
捕
ら

え
た
「
お
っ
と
せ
い
」
は
徳
川

将
軍
へ
の
献
上
品
と
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
松
前
藩
や
松
前
奉
行
所

は
ア
イ
ヌ
を
競
わ
せ
て
一
頭
で

も
多
く
捕
獲
さ
せ
ま
す
。
内
湾
と
は
い
え
、

冬
の
海
で
す
。
き
わ
め
て
苛
酷
な
、
し
か

も
危
険
の
多
い
海
獣
猟
で
す
。
コ
タ
ン
ご

と
に
猟
域
が
厳
し
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
一
日
、
猟
に
出
て
い
て
も
一
頭
の

捕
獲
さ
え
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
多
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。

「
お
っ
と
せ
い
」
を
猟
す
る
の
は
唯
一
ア

イ
ヌ
の
人
び
と
だ
け
で
し
た
か
ら
当
然
生

産
量
は
限
ら
れ
ま
す
。
献
上
し
た
残
り
を

商
人
た
ち
が
競
っ
て
求
め
た
の
で
す
が
、

に
せ
も
の
が
と
て
も
多
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

な
お
図
版
は
佐
々
木
ほ
か
編
『
蝦
夷
島
奇
観
』

（
一
九
八
二
年
・
雄
峰
社
）
か
ら
引
用
し
ま
し
た
。

お 

っ
と
せ
い
の
獣
名
は

　
　

 

「
お
っ
と
つ
」

オットセイ
食肉目アシカ科

アシカに類似する海獣であるがアシ
カよりも小型で体長は雄2.5m、雌で
1.3mほど。からだは紡錘形を呈し、四
肢は短くヒレ状。陸上歩行ができる。前
肢は遊泳と歩行に用い、後肢は海中で
は遊泳に用いる。体色は成獣の背中で
黒茶またこげ茶。体毛は上毛と下毛に
分かれ、下毛は短く密生する。
　繁殖地は北太平洋、ベーリング海の
プリビロフ諸島、コマンダー諸島、南樺
太のロベン島など。海棲の毛皮獣とし
てラッコとともに珍重され、大量捕獲さ
れるようになると激減を恐れ、1911年、
日米加ソ連の四カ国で国際協定を締
結した（「オットセイ保護条約」1988
年失効）。南半球にはミナミオットセイ
属が棲息する。〈西脇昌治『鯨類・鰭脚
類』（東大出版会、１９６５年）による。〉

ベーリング海

東シベリア海

噴火湾（内浦湾）

奥尻島

ロベン島

ユジノサハリンスク
樺太

国後島

歯舞諸島

色丹島

択捉島

札幌

函館

●

●

●

オホーツク海

ア 

イ
ヌ
語
か
ら
中
国
語
へ

苛 

酷
な
猟
の
対
象
物

これが「おっとせい」（膃肭臍）です。
実は陰茎

おっとせいが泳ぎながら寝ている
ところ。必ず白い鳥が側にいます。

噴火湾での狩猟おっとせい猟の準備

捕獲して帰村日本の役人に差出してほうびをもらう

塩漬にしたおっとせい
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世界のどの地域へ現地調査に行っても、その名を耳にせずにはすまない団
体がある。ＳＩＬ（エス・アイ・エル）インターナショナル、もとの名を「夏期言
語学講座」。世界各地に散らばるＳＩＬメンバーからの情報と彼らを支える技
術は、大学を拠点とする研究者にとっても欠かせない存在となっている

ＳＩＬインターナショナル
夏期講座から世界の言語研究へ

　

一
九
三
四
年
夏
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
で
小
さ
な
言
語
学
の
講

習
会
が
開
か
れ
た
。
受
講
生
は
二
名
。
こ

の
「
キ
ャ
ン
プ
・
ウ
ィ
ク
リ
フ
」
は
、
そ

の
後
毎
年
開
催
さ
れ
、
形
を
変
え
な
が
ら

現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

　

夏
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
夏
期
言

語
学
講
座 Sum

m
er Institute of Lin-

guistics

」
と
呼
ば
れ
た
通
称
名
が
、
や

が
て
団
体
の
名
前
と
な
っ
た
。
現
在
の
正

式
名
称
は
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
頭
文
字

を
と
っ
た
呼
び
名
Ｓ
Ｉ
Ｌ
（
エ
ス
・
ア

イ
・
エ
ル
）
を
継
承
し
、「
Ｓ
Ｉ
Ｌ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
な
っ
て
い
る
。

　　

い
ろ
い
ろ
な
言
語
の
発
音
を
記
述
す
る

の
に
使
わ
れ
る
国
際
音
声
字
母
（
Ｉ
Ｐ
Ａ 

International Phonetic A
lphabet)

。

Ｓ
Ｉ
Ｌ
が
ウ
ェ
ブ
上
で
提
供
す
る
フ
ォ
ン

ト
を
つ
か
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
簡

単
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
辞
書
を
つ
く

る
な
ら
、ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス（T

oolbox

）。

テ
キ
ス
ト
を
入
力
し
た
フ
ァ
イ
ル
と
連
動

さ
せ
る
と
、
自
動
的
に
単
語
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
訳
を
つ
け
て
く
れ
る
機
能
も
あ
る
。

こ
ち
ら
も
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
サ
イ
ト
か
ら
無
料
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
世
界
の
ど
こ
で

ど
ん
な
言
語
が
話
さ
れ
て
お
り
、
話
者
が

ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
を
知
り
た
い
と
き

に
参
照
す
る
『
エ
ス
ノ
ロ
ー
グ
』

（E
thnologue

）
も
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
編
集
だ
。

約
四
年
ご
と
に
発
行
さ
れ
る
が
、
最
新
版

に
は
、
地
域
と
国
ご
と
に
整
理
さ
れ
た
六

九
〇
九
言
語
、
現
地
名
や
方
言
名
な
ど
を

含
め
る
と
、
な
ん
と
四
万
一
一
八
六
言
語

に
つ
い
て
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
ウ
ェ
ブ
版
な
ら
誰
で
も
閲
覧
で

き
る
。
そ
う
、
Ｓ
Ｉ
Ｌ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非

営
利
団
体
）
な
の
だ
。

「
夏
期
講
習
」
は
そ
も
そ
も
、
世
界
の
す

べ
て
の
人
び
と
、
と
く
に
書
記
法
を
も
た

菊き
く
さ
わ澤 

律り
つ
こ子

民
博 

先
端
人
類
科
学
研
究
部

専
門
は
、
主
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
諸
語
を
対

象
と
す
る
歴
史（
比
較
）言
語
学
や
記
述
言
語
学
的
研

究
、
文
法
変
化
に
関
す
る
理
論
研
究
、
言
語
か
ら
み

た
オ
セ
ア
ニ
ア
の
先
史
研
究
な
ど
。

17

な
い
言
語
を
話
す
人
に
「
自
分
の
言
葉

で
」
書
か
れ
た
聖
書
を
届
け
る
た
め
、
翻

訳
者
を
志
す
人
に
必
要
な
研
修
を
行
う
目

的
で
は
じ
ま
っ
た
。「
キ
ャ
ン
プ
・
ウ
ィ

ク
リ
フ
」
の
名
は
、
聖
書
を
最
初
に
英
語

に
訳
し
た
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ク
リ
フ
に
ち
な

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
徐
々
に
規

模
を
拡
大
し
、
研
修
生
や
関
係
者
に
よ
っ

て
、
現
在
で
は
七
〇
か
国
で
二
五
五
〇
言

語
の
調
査
や
翻
訳
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　　

今
で
こ
そ
、
少
数
民
族
言
語
の
記
述
の

必
要
性
が
世
界
中
で
謳
わ
れ
て
い
る
が
、

少
し
前
ま
で
は
、
話
者
数
が
限
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
言
語
の
文
法
書
を
書
く
こ
と
に

ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
の
か
を
一
般
の

人
に
説
得
す
る
の
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
。

そ
ん
な
時
代
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
翻
訳
を
進

め
て
き
た
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
活
動
を
支
え
て
き
た

の
は
、「
聖
書
の
言
葉
を
世
界
の
人
に
届

け
た
い
」
と
い
う
思
い
と
、
そ
の
た
め
の

技
術
協
力
を
す
る
同
じ
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
Ｊ

Ａ
Ａ
Ｒ
Ｓ
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
、
翻
訳
活
動
に
必
要
な

技
術
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
団
体
で
、
も
と
の

名
で
あ
る Jungle A

viation and Radio
Service 

（
未
開
発
地
航
空
通
信
事
業
部
）

が
示
す
よ
う
に
、
小
型
航
空
機
に
よ
る
輸

送
と
通
信
技
術
の
提
供
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
一
九
六
〇
年
代
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
。
山
を
越
え
谷
を
わ
た
っ
て
目
的
の

村
に
た
ど
り
つ
く
と
こ
ろ
か
ら
話
が
は
じ

ま
り
、
や
が
て
滑
走
路
を
つ
く
る
た
め
の

交
渉
を
は
じ
め
る
。
と
こ
ろ
が
最
初
の
候

補
地
で
は
、
交
渉
中
に
喉
が
腫
れ
あ
が
っ

て
高
熱
を
出
し
都
市
部
ま
で
か
つ
ぎ
だ
さ

れ
る
は
め
に
。村
人
た
ち
に
よ
る
と
、「
所

有
者
の
な
か
に
土
地
を
手
放
す
の
を
嫌
が

る
者
が
お
り
、
呪
文
を
か
け
ら
れ
て
し

ま
っ
た
」。
第
二
候
補
地
に
は
聖
な
る
松

の
木
が
何
本
か
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
現

地
の
習
慣
に
従
っ
て
神
々
に
豚
を
献
呈
す

る
こ
と
で
無
事
終
了
。
晴
れ
て
飛
行
機
が

往
来
す
る
こ
と
に
な
り
、
無
線
と
あ
わ
せ

て
有
事
の
折
に
は
す
み
や
か
に
外
部
と
連

絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

時
代
が
す
す
む
に
つ
れ
、
必
要
と
さ
れ

る
技
術
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
や
現
地
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を

含
み
多
様
に
な
っ
た
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｒ

Ｓ
の
本
部
は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
位

置
し
て
お
り
、
翻
訳
者
が
技
術
サ
ポ
ー
ト

や
研
修
を
受
け
る
た
め
の
宿
泊
施
設
や
、

識字教育は大切な使命のひとつ。
〈フィリピン・ルソン島北部ボントックにて。 Lawrence A. Reid 提供〉

「
文
字
の
博
物
館
」、「
博
物
館
」
な
ど
も

あ
る
。
敷
地
内
に
小
型
飛
行
機
が
離
発
着

す
る
た
め
の
滑
走
路
が
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

　　

日
本
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
は
、
文
字

が
あ
っ
て
読
み
書
き
を
習
得
す
る
こ
と
を

当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
世
界
に
は
歴
史
や
知
識
を
、
書
く

と
い
う
手
段
で
は
な
く
口
承
に
よ
り
伝
承

し
て
き
た
民
族
も
多
い
。
文
字
を
知
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
は
公
用
語
や
話
者
の
多
い

言
語
を
書
く
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
が

多
く
、
イ
コ
ー
ル
自
分
の
言
語
が
書
け
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｌ
は
聖
書
の
翻
訳
を
通
し

て
、
少
数
民
族
の
言
語
や
文
化
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

そ
の
た
め
に
翻
訳
者
は
、
研
究
者

の
現
地
調
査
同
様
、
現
地
の
人
び

と
の
な
か
で
暮
ら
し
、
言
葉
や
文

化
を
学
ん
で
分
析
し
、
そ
の
言
語

に
合
う
正
書
法
を
確
立
す
る
。
言

語
学
者
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
さ

ら
に
学
問
的
な
言
語
の
分
析
を
続

け
る
こ
と
に
な
る
が
、
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の

メ
ン
バ
ー
は
、
聖
書
の
翻
訳
を
す

す
め
る
と
同
時
に
現
地
の
人
び
と

に
読
み
書
き
を
教
え
る
こ
と
と
な

る
。
ま
た
以
前
で
あ
れ
ば
、
希
望
す

る
者
は
医
療
技
術
の
研
修
を
受
け

信
念
と
そ
れ
を
支
え
る
団
体

研
究
と
、現
地
の
人
び
と
と

る
こ
と
も
で
き
、
現
地
の
人
々
の
治
療
も

行
っ
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
を
ど
の
よ

う
に
現
地
社
会
に
還
元
す
る
の
か
、
は
、

言
語
学
者
に
限
ら
ず
現
地
調
査
を
す
る
も

の
共
通
の
課
題
で
あ
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
経
験

に
学
ぶ
も
の
も
あ
り
そ
う
だ
。
一
方
、
近

年
で
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
メ
ン
バ
ー
が
大
学
の

博
士
課
程
で
言
語
学
の
学
位
を
と
っ
た
り
、

国
際
学
会
で
研
究
発
表
を
す
る
こ
と
も
珍

し
く
な
く
な
っ
た
。

　

な
お
、
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
翻
訳
者
は
、
団
体
内

で
は
リ
ン
グ
イ
ス
ト
（linguist

、
言
語

の
専
門
家
）
と
呼
ば
れ
宣
教
活
動
は
行
わ

な
い
。
こ
れ
は
、
宗
教
や
信
条
の
異
な
る

世
界
各
地
で
識
字
教
育
に
携
わ
る
た
め
に

必
須
の
条
件
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
宣
教
活
動
は
姉
妹
団
体
で
あ
る

ウ
ィ
ク
リ
フ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

担
当
と
な
る
。

　

フ
ロ
リ
ダ
州
に
あ
る
そ
の
ウ
ィ
ク
リ
フ

の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
・
セ
ン
タ
ー
、
通
称

「
聖
書
の
博
物
館
」
に
よ
る
と
、
聖
書
の

完
成
版
が
あ
る
言
語
は
現
在
四
二
九
、
部

分
訳
が
一
九
九
九
。
残
り
の
約
四
五
〇
〇

言
語
は
ま
だ
な
に
も
な
い
。
そ
れ
ら
の
言

語
を
話
す
人
び
と
に
自
分
た
ち
が
信
じ
る

も
の
を
届
け
た
い
、
と
い
う
思
い
が
続
く

限
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｌ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

任
務
は
続
く
。

　

そ
し
て
こ
の
夏
も
、
ノ
ー
ス
・
ダ
コ
タ

大
学
で
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
講
師
陣
を
中
心
と
し
た

「
夏
期
講
習
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

●

●

●

ア メ リ カ 合 衆 国
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タ
イ
の
北
部
の
山
村
で
暮
ら
し
て
い
る

と
、
明
け
方
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
何

か
を
刻
む
よ
う
な
音
が
、
各
家
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
。
こ
の
音
の
正
体
は
な
ん
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
ブ
タ
に
与
え
る
エ
サ
を
準

備
す
る
た
め
の
も
の
で
、
毎
朝
暗
い
う
ち

か
ら
、
何
か
を
刻
む
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

私
が
こ
れ
ま
で
調
査
を
行
っ
て
き
た
、

タ
イ
北
部
の
山
村
で
は
、
ブ
タ
が
と
て
も

重
要
な
家
畜
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
家
に
ブ
タ
小
屋
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
数
頭
の
ブ
タ
を
飼
育
し
て
い
る
。

そ
し
て
育
て
た
ブ
タ
は
儀
礼
で
の
供
犠
の

際
に
屠
殺
さ
れ
、
親
族
で
共
食
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
代
化
さ
れ
た
養
豚
業
で

は
な
い
、
人
と
ブ
タ
の
関
係
が
現
在
ま
で

継
続
し
て
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
村
で
生

活
を
す
る
な
ら
ブ
タ
を
飼
う
の
は
あ
た
り

前
な
の
だ
。

　

私
は
こ
の
よ
う
な
山
村
で
の
調
査
に
あ

た
り
、
ブ
タ
に
与
え
る
エ
サ
に
さ
ま
ざ
ま

な
自
然
資
源
由
来
の
も
の
が
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
て
き
た
。

　

こ
こ
で
、
ブ
タ
の
エ
サ
を
用
意
す
る
、

あ
る
朝
の
ひ
と
こ
ま
を
み
て
み
よ
う
。
タ

イ
北
部
は
ナ
ー
ン
県
、
標
高
七
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
山
中
に
位
置
す
る
人
口
六
〇
〇
ほ

ど
の
モ
ン
族
の
山
村
で
の
、
二
〇
〇
五
年

九
月
の
こ
と
。

　

明
け
方
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
起

き
て
下
宿
先
の
と
な
り
の
家
を
訪
ね
る
と
、

そ
の
家
の
娘
さ
ん
が
土
間
で
バ
ナ
ナ
の
葉

を
刻
ん
で
い
る
。
気
温
は
二
〇
度
を
少
し

下
回
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
長
袖
の
シ
ャ

ツ
一
枚
で
は
少
し
寒
い
。

　

私
は
土
間
で
焚
か
れ
て
い
る
火
の
そ
ば

に
座
り
な
が
ら
様
子
を
見
て
い
た
。
娘
さ

ん
は
バ
ナ
ナ
の
葉
を
刻
み
終
え
る
と
、
次

は
バ
ナ
ナ
の
茎
を
取
り
出
し
た
。
ト
ン
ト

ン
ト
ン
ト
ン
と
、
大
き
な
ま
な
板
の
上
で

刻
ん
で
ゆ
く
。
一
〇
分
は
刻
ん
だ
だ
ろ
う

か
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
ち
り
取
り
カ
ゴ

の
中
に
あ
っ
た
ウ
リ
の
皮
の
食
べ
屑
を
取

り
出
し
、
そ
れ
も
刻
ん
で
ゆ
く
。
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
の
上
は
刻
ん
だ
も
の
で
山
盛
り

に
な
っ
て
い
る
。

　

よ
う
や
く
十
分
な
量
を
刻
み
終
え
た
様

子
で
、
刻
ん
だ
も
の
を
バ
ケ
ツ
に
入
れ
た
。

そ
し
て
家
の
奥
か
ら
な
に
や
ら
袋
を
取
り

出
し
て
き
た
。
米
ぬ
か
だ
。
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

で
で
き
た
ひ
し
ゃ
く
で
一
杯
二
杯
と
バ
ケ

ツ
に
い
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
後
バ
ケ
ツ
を
家

の
表
の
水
場
に
運
び
、
水
を
加
え
手
で
か

き
混
ぜ
た
。
娘
さ
ん
は
そ
の
バ
ケ
ツ
を

も
っ
て
、
家
の
裏
手
に
向
か
っ
た
。

　

私
も
つ
い
て
行
く
と
、
ブ
ー
ブ
ー
と
ブ

タ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
ブ
タ
は
、

休
息
と
い
う
名
の
も
と
に
一
日
を
ほ
ぼ
寝

て
す
ご
し
て
い
る
の
で
、
鳴
き
声
は
空
腹

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
き
く
ら
い
に
し
か
聞

か
れ
な
い
。

　

ブ
タ
小
屋
に
は
六
頭
の
ブ
タ
が
い
た
。

一
頭
の
母
ブ
タ
と
五
頭
の
子
ブ
タ
だ
。
六

頭
と
も
に
毛
は
黒
い
。
娘
さ
ん
が
バ
ケ
ツ

に
入
っ
た
エ
サ
を
、
エ
サ
容
器
へ
入
れ
る

と
、
ブ
タ
は
ベ
チ
ャ
ベ
チ
ャ
と
音
を
立
て

て
競
っ
て
食
べ
は
じ
め
、
も
の
の
数
分
で

エ
サ
は
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ブ
タ
に
は
バ
ナ
ナ
の
葉
と

茎
、
ウ
リ
の
皮
、
米
ぬ
か
、
と
い
っ
た
も

の
が
エ
サ
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
。

　

森
に
あ
る
焼
畑
の
畑
に
行
け
ば
、
そ
の

脇
に
は
野
生
の
も
の
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い

る
も
の
ま
で
、
多
く
の
バ
ナ
ナ
の
樹
が
あ

る
。
村
人
は
毎
日
の
よ
う
に
畑
仕
事
に
出

掛
け
、
帰
り
際
に
こ
の
バ
ナ
ナ
の
葉
と
茎

を
竹
カ
ゴ
い
っ
ぱ
い
に
採
取
す
る
。
夕
暮

れ
時
に
は
、
畑
仕
事
で
疲
労
困こ
ん
ぱ
い憊
し
た
体

で
、
さ
ら
に
ブ
タ
の
た
め
に
重
い
カ
ゴ
を

背
負
い
、
畑
か
ら
村
へ
帰
る
坂
道
を
、
ふ

う
ふ
う
言
い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
登
っ
て

来
る
村
人
の
姿
が
よ
く
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
族
の
人
々
が
毎
日

の
ブ
タ
の
エ
サ
の
た
め
に
流
す
汗
の
量
は

た
い
へ
ん
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
先
に
み
た
、
あ
る
朝
の
ひ
と

こ
ま
で
は
ブ
タ
の
エ
サ
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
〇

月
を
す
ぎ
て
雨
季
が
終
わ
り
乾
季
に
入
る

頃
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
が
は
じ
ま

り
、
ブ
タ
に
も
盛
ん
に
与
え
ら
れ
は
じ
め

る
。
村
人
は
収
穫
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

町
へ
運
ん
で
販
売
す
る
こ
と
で
、
主
な
現

金
収
入
を
得
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
が
ブ

タ
の
エ
サ
に
回
さ
れ
て
い
る
。

　

村
人
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ブ
タ
に
与
え

る
時
に
は
石
臼
で
粉
に
挽
い
て
、
さ
ら
に

大
き
な
釜
で
煮
込
ん
で
か
ら
与
え
る
。
こ

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
煮
込
ん
だ
も
の
を
人

が
食
べ
る
こ
と
は
な
く
、か
な
り
手
間
を
か

け
た
ブ
タ
の
た
め
の
料
理
と
な
っ
て
い
る
。

　

乾
季
が
す
す
み
、
翌
年
の
一
月
頃
に
な

る
と
、
ブ
タ
の
主
な
エ
サ
と
な
っ
て
い
る

バ
ナ
ナ
の
葉
と
茎
の
利
用
に
も
変
化
が
み

ら
れ
、
茎
が
主
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
、
乾
季
に
な
る
と

青
々
と
し
た
バ
ナ
ナ
の
若
い
新
葉
が
少
な

く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
う
ひ
と

つ
は
、
乾
季
に
な
る
と
積
極
的
に
バ
ナ
ナ

の
樹
を
根
元
か
ら
切
り
倒
し
て
、
茎
の
部

位
を
ブ
タ
の
エ
サ
に
使
お

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
茎
を

ブ
タ
の
エ
サ
に
使
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
加
え
て
、

次
の
雨
季
に
向
け
て
切
り

株
の
周
辺
か
ら
新
し
い
芽

が
出
る
の
を
促
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

村
人
が
ブ
タ
の
エ
サ
に

使
う
バ
ナ
ナ
の
葉
に
気
を

使
っ
て
い
る
こ
と
は
「
ブ

タ
は
青
い
葉
を
好
ん
で
食
べ
る
。
黄
色
く

な
っ
た
（
枯
れ
た
）
葉
は
お
い
し
く
な
い

か
ら
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
窺
え
る
。
ま

る
で
、
ブ
タ
の
た
め
に
新
鮮
な
サ
ラ
ダ
を

用
意
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
タ
イ
北
部
の
山
村
で
、

ブ
タ
の
エ
サ
の
具
体
的
な
内
容
と
そ
れ
を

準
備
す
る
村
人
の
行
為
を
注
意
深
く
み
て

ゆ
く
と
、
ブ
タ
は
ず
い
ぶ
ん
手
間
暇
を
か

け
た
ご
ち
そ
う
を
、
し
か
も
季
節
に
よ
り

変
化
す
る
メ
ニ
ュ
ー
の
ご
ち
そ
う
を
食
べ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

中な
か
い井 

信し
ん
す
け介　
　

民
博 

外
来
研
究
員

専
門
は
環
境
人
類
学
。
農
耕
民
の
家
畜
飼
育
文
化
が

歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
、
ま
た

そ
の
変
化
の
背
景
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ
て
い
る
。

現
在
、
と
く
に
ブ
タ
の
飼
育
文
化
に
注
目
し
て
タ
イ

北
部
の
モ
ン（
ミ
ャ
オ
）族
の
事
例
か
ら
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

ご
ち
そ
う
を
食
べ
る
ブ
タ

タ
イ
北
部
に
暮
ら
す
モ
ン
族
の
人
た
ち
が
毎
日
の
ブ
タ
の
エ
サ
の
た
め
に
流
す
汗
は

た
い
て
い
で
は
な
い
。バ
ナ
ナ
の
青
い
葉
を
選
ん
で
刻
ん
で
与
え
る
よ
う
す
は
、

さ
な
が
ら
新
鮮
な
サ
ラ
ダ
を
用
意
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。

そ
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
料
理
の
よ
う
に
石
臼
で
粉
に
挽
い
て
煮
込
む
。

家
畜
と
人
が一つ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
て
い
た
か
つ
て
の
日
本
の
農
村
を
想
起
さ
せ
る

フィールドで
考える

ブ
タ
の
エ
サ
に
注
目
す
る
と

タ
イ
北
部
の
少
数
民
族
の

暮
ら
し
の
な
か
で

ブタのエサは木をくり抜い
た容器にいれられている

背負いカゴいっぱいにバナナの葉を採取して家へもちかえる

季
節
の
ご
ち
そ
う
を

け
っ
こ
う
食
べ
て
い
る

祖先祭祀で供犠されるブタ

エサとして与えられるトウモロコシとカブが
かまどで煮込まれている

タイ北部の山村の調査地でみられたブタの母子



次号の予告

 特別展「自然のこえ 命のかたち」

交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分
●阪急茨木市駅･ＪＲ茨木駅･北大阪急行千里中央駅からバスで「日本庭園前」下車、徒歩

約15分（茨木方面からは、もっとも近い「自然文化園･日本庭園中央」バス停で下車でき
るバスが1時間に1本程度あります。詳しくは阪急バスにお問い合わせください）。

●自家用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」
横にある民博専用通行口をお通りください。

●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

       みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/

編集後記

　5月、関西では、新型インフルエンザという大
嵐が吹き荒れた。神戸で初患者が出たかと思う
と、またたく間に関西一円にひろがった。民博
も周囲の学校にならい、いち早く休館の措置を
とった。長い休校をよろこび、新型インフルエ
ンザに親しみをこめて「ブタかぜ」とよんだ子
どもたちがいる反面、様ざまな問題も引き起こ
した。
　民博でも終盤を迎えていた特別展や共同研究
会が中止となるなど影響は大きく、市民の方が
たにもご迷惑をおかけした。特別展は期間延長
で予想以上の来館者を迎えることができたが、
今も影響は残っている。
　大嵐の去ったあとの関西人の反応も素早かっ
た。休校や休館がいっせいに解除された朝、
前日には咳をするのもはばかられた通勤・通学
列車からマスクは消え、何ごともなかったかのよ
うな日常が戻っていたのである。
　今月の特集は旅する神がみ。移動という点で
新型インフルエンザとひっかけようとしたのだ
が、「不謹慎」といわれそうで諦めた。（庄司博史）

月刊みんぱく
2009 年 8 月号　
第 33 巻第 8 号通巻第 383 号　2009 年 8 月1日発行

編集・発行 人間文化研究機構 国立民族学博物館
 〒 565-8511 大阪府吹田市千里万博公園 10-1
 電話　06-6876-2151

発行人 西尾哲夫
編集委員 久保正敏（編集長）　佐々木史郎　庄司博史　 
 中牧弘允　信田敏宏　山中由里子
協力 財団法人 千里文化財団
制作 京都通信社
印刷 市蔵図書

＊本誌についてのお問い合わせは国立民族学博物館企画連携係に
　お願いします。
＊本誌掲載記事の無断転載を禁じます。

●予定時間　14 時 30 分から15 時 30 分（予定）。
●常設展示場観覧料が必要です。
＊都合により、予定を変更することもあります。

みんぱくウィークエンド・サロン研究者と話そう

国立民族学博物館（みんぱく）の研究者が、来館された皆様の
前に登場します！

「研究について」「調査している地域（国）の最新情報」「展示
資料について」などなど、話題や内容は千差万別！
どんどん質問もおよせください。展示場でお待ちしています。

8月の開催

8月2日（日）
話者：樫永真佐夫（民族社会研究部准教授）

話題：ベトナム西北地方の黒タイの家
場所：展示場内休憩所

8月9日（日）
話者：野林厚志 
　　　（文化資源研究センター
　　　准教授）
話題：百年來的凝視
場所：中国地域の文化展示

8月16日（日）
話者：日髙真吾（文化資源研究センター准教授）

話題：被災文化財を修復する
場所：企画展示場 B

8月23日（日）
話者：吉田憲司（文化資源研究センター教授）

話題：新しいアフリカ展示が出来るまで
場所：アフリカ展示

8月30日（日）
話者：齋藤 晃（先端人類科学研究部准教授）

話題：アマゾンで暮らす
場所：常設展示場入口

「亀の甲」型家屋の解体
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